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★ 人の動き ★　4 月 1 日現在（前月比）

	 男：17,536人	 女：18,889人　　	

	 計：36,425人（+43人）

	 世帯数：13,015戸（+45戸）
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市

議

会

だ

よ

り

　

第
1
回
定
例
会
が
3
月
8
日
か
ら
3
月
24
日

ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
予

算
案
な
ど
多
数
の
重
要
案
件
が
審
議
さ
れ
、
23

日
か
ら
2
日
間
に
わ
た
り
、
8
名
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
期
外
に
も
、
特
別
委
員
会
等
が
開

催
さ
れ
、
所
管
事
項
に
つ
い
て
審
議
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
会
審
議
日
程

1
月
18
日　

尺
土
駅
前
広
場
整
備
事
業
特
別
委
員
会

　
　

26
日　

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

2
月
5
日　

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
特
別
委
員
会

3
月
1
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

4
日　

尺
土
駅
前
広
場
整
備
事
業
特
別
委
員
会

　
　

8
日　

本
会
議

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

9
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

10
日　

民
生
水
道
常
任
委
員
会

　
　

11
日　

都
市
産
業
常
任
委
員
会

　
　

12
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　

15
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　

16
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　

17
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　

19
日　

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
特
別
委
員
会

　
　

23
日　

本
会
議

　
　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

24
日　

本
会
議

議
案
の
主
な
内
容
と
審
議
結
果

【
報　

告　

案　

件
】

■
葛
城
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の
報
告

　

に
つ
い
て
（
報
告
の
み
）　

　

平
成
22
年
度
予
算
の
報
告
を
行
う
も
の
で
す
。

【
条　

例　

関　

係
】

■
葛
城
市
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例
を
制
定
す

　

る
こ
と
に
つ
い
て　

　

認
可
地
縁
団
体
の
所
有
す
る
不
動
産
に
つ
い

て
、
所
有
権
の
登
記
を
行
う
際
必
要
と
な
る
印

鑑
証
明
書
を
発
行
で
き
る
よ
う
、
認
可
地
縁
団

体
に
係
る
印
鑑
登
録
お
よ
び
印
鑑
登
録
証
明
の

事
務
手
続
き
に
つ
い
て
規
定
す
る
た
め
、
本
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

■
葛
城
市
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が

　

で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す
る
こ

　

と
に
つ
い
て　

　

地
方
自
治
法
お
よ
び
地
方
自
治
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
長
期
継
続
契
約
の
枠
が
拡

大
さ
れ
、
物
品
の
借
り
入
れ
、
或
い
は
役
務
の

提
供
を
受
け
る
契
約
で
、「
そ
の
契
約
の
性
質
上

翌
年
度
以
降
に
わ
た
り
契
約
を
し
な
け
れ
ば
当

該
契
約
に
係
る
事
務
の
取
扱
い
に
支
障
を
及
ぼ

す
も
の
」
の
う
ち
、
条
例
で
定
め
る
も
の
に
つ

い
て
複
数
年
契
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
本
市
に
お
い
て
入
札
お
よ
び
契
約
事

務
の
効
率
化
な
ら
び
に
コ
ス
ト
の
削
減
が
期
待

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
本
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

■
国
営
十
津
川
紀
の
川
二
期
事
業
費
償
還
基
金

　

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て　

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

平
成
11
年
度
か
ら
施
工
し
て
い
る
「
国
営
十

津
川
紀
の
川
二
期
事
業
」
に
お
け
る
負
担
金
の

償
還
が
、
平
成
26
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
の
で
、

計
画
的
な
財
政
支
出
を
図
る
た
め
、
平
成
22
年

度
か
ら
本
基
金
へ
の
積
立
て
を
行
う
に
あ
た
り
、

本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

■
葛
城
市
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に

　

お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関

　

す
る
法
律
第
10
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く

　

準
則
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ

　

い
て

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　
「
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る

産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
本
市
の
「
は
じ
か
み
工
業
団
地
」

が
工
場
立
地
法
の
特
例
措
置
を
実
施
す
る
区
域

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
特
定
工
場
の
緑
地

面
積
率
と
環
境
施
設
面
積
率
の
規
制
を
緩
和
す

る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

■
葛
城
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給

　

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
こ
と
に
つ
い
て　

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

附
則
に
規
定
さ
れ
て
い
る
平
成
21
年
6
月
の

期
末
手
当
に
関
す
る
減
額
の
特
例
措
置
を
、
本

則
に
反
映
さ
せ
る
た
め
本
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　

前
議
案
と
同
じ
く
、
附
則
に
規
定
さ
れ
て
い

る
平
成
21
年
6
月
の
期
末
手
当
に
関
す
る
減
額

の
特
例
措
置
を
、
本
則
に
反
映
さ
せ
る
た
め
本

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
の
嘱
託
員
に
対
し
支
払
う
報
酬
に
つ
い

て
、
そ
の
上
限
月
額
を
規
定
す
る
に
あ
た
り
、

本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
、
報
酬
月
額
を

35
万
円
以
下
と
規
定
す
る
も
の
で
す
。

　

労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、

平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
、
１
か
月
の

時
間
外
勤
務
が
60
時
間
を
超
え
た
職
員
に
は
、

そ
の
60
時
間
を
超
え
た
全
時
間
に
つ
い
て
の
時

間
外
勤
務
手
当
の
支
給
に
代
え
て
、「
時
間
外

勤
務
代
休
時
間
」
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
規
定
を
設
け
る
も
の
で
す
。

　

常
勤
の
特
別
職
お
よ
び
議
会
議
員
と
同
じ

く
、
附
則
に
規
定
し
た
平
成
21
年
6
月
の
期
末

手
当
に
関
す
る
減
額
の
特
例
措
置
を
、
本
則
に

反
映
さ
せ
る
た
め
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
労
働
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

も
の
に
つ
い
て
は
、
1
か
月
の
時
間
外
勤
務
が

60
時
間
を
超
え
る
職
員
に
は
、
そ
の
60
時
間
を

超
え
る
勤
務
に
対
す
る
時
間
外
勤
務
手
当
を
通

常
の
時
間
外
勤
務
手
当
に
上
乗
せ
し
た
額
と
す

る
も
の
で
、
通
常
１
０
０
分
の
１
２
５
を
支

払
う
と
こ
ろ
60
時
間
を
超
え
る
分
に
つ
い
て
は

■
葛
城
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

■
葛
城
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

　

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

■
葛
城
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

■
葛
城
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
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１
０
０
分
の
１
５
０
を
支
払
う
も
の
で
す
。

　

本
市
の
事
業
系
ご
み
処
理
費
用
は
10
㎏
に

つ
き
２
０
０
円
程
度
か
か
っ
て
い
ま
す
。
県

下
10
市
お
よ
び
近
隣
5
町
の
事
業
系
の
ご
み

処
理
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
調
査
の
結
果
、

半
数
以
上
の
市
町
で
本
市
よ
り
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
本
条
例
の
改
正
を
行
う

も
の
で
、
事
業
系
ご
み
の
処
理
手
数
料
に
つ

い
て
、
現
行
の
10
㎏
に
つ
き
「
１
０
０
円
」

を
「
１
５
０
円
」
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

平
成
22
年
6
月
1
日
か
ら
の
施
行
で
す
が
、

特
例
措
置
と
し
て
、
本
年
6
月
1
日
か
ら
平

成
23
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
は
「
１
３
０
円
」

と
す
る
も
の
で
す
。

　

総
務
省
消
防
庁
で
の
「
予
防
行
政
の
あ
り

方
に
関
す
る
検
討
会
」
に
お
い
て
、
平
成
21

年
6
月
に
「
個
室
ビ
デ
オ
店
等
の
防
火
安
全

対
策
に
つ
い
て
の
報
告
書
」
が
と
り
ま
と
め

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
条
例
の
改
正
を
行
う

も
の
で
、
個
室
型
店
舗
の
遊
興
の
用
に
供
す

る
個
室
に
設
け
ら
れ
た
外
開
き
戸
の
う
ち
、

避
難
通
路
に
面
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当

該
避
難
通
路
に
お
け
る
避
難
障
害
を
防
止
す

る
た
め
、
当
該
外
開
き
戸
を
開
放
し
た
場
合

に
自
動
的
に
閉
鎖
す
る
も
の
を
設
置
し
、
避

難
上
支
障
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
内
容
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

■
葛
城
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

■
葛
城
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

こ
と
に
つ
い
て

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

　

3
億
４
７
０
７
万
7
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
１
２
５
億
２
８
１
２
万
5
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

主
な
補
正
の
内
容
は
、
今
年
度
に
お
け
る
予

算
の
執
行
状
況
を
把
握
し
た
中
で
の
不
用
額
等

の
減
額
、
職
員
退
職
手
当
特
別
負
担
金
の
追

加
、
国
の
2
次
補
正
予
算
で
組
ま
れ
た
地
域
活

性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
事
業
に
係
る

道
路
橋
り
ょ
う
維
持
費
と
道
路
新
設
改
良
費
の

追
加
、
ま
た
、
国
の
1
次
補
正
予
算
で
組
ま
れ

た
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
、
そ

の
他
の
国
・
県
支
出
金
等
の
額
の
確
定
に
よ
る

財
源
の
調
整
等
を
行
う
も
の
で
す
。

　

６
１
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
34
億
４
３
５
２
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

主
な
補
正
の
内
容
は
、
一
般
被
保
険
者
療
養

給
付
費
、
退
職
被
保
険
者
等
療
養
給
付
費
の
追

加
お
よ
び
出
産
育
児
一
時
金
の
減
額
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

保
険
事
業
勘
定
で
、
６
４
６
１
万
7
千
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

18
億
２
７
９
７
万
4
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
補
正
の
内
容
は
、
歳
出
で
は
介
護
給
付

費
の
減
額
で
、
歳
入
で
は
介
護
給
付
費
の
減
額

【
予　

算　

関　

係
】

■
平
成
21
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

　

6
号
）
の
議
決
に
つ
い
て　

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

■
平
成
21
年
度
葛
城
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

に
伴
う
介
護
給
付
費
負
担
金
の
国
庫
、
県
支
出

金
、
支
払
基
金
交
付
金
な
ど
の
減
額
で
す
。

　

６
８
１
１
万
6
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
21
億
２
４
３
３
万
6
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
補
正
の
内
容
は
、
今
年
度
に
お
け
る
予

算
の
執
行
状
況
を
把
握
し
た
中
で
の
不
用
額
等

の
減
額
を
行
う
も
の
で
す
。

　

２
９
２
万
９
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
２
億
７
８
０
８
万
8
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

主
な
補
正
の
内
容
は
、
今
年
度
に
お
け
る
予
算

の
執
行
状
況
を
把
握
し
た
中
で
の
不
用
額
の
減

額
を
行
う
も
の
で
す
。

　

５
５
９
万
3
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
４
２
９
５
万
3
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

主
な
補
正
の
内
容
は
、
市
営
霊
苑
の
公
募
に

伴
う
使
用
料
お
よ
び
積
立
金
と
霊
苑
整
備
基
金

利
子
収
入
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
22
年
度
葛
城
市
各
会
計
予
算
の
議
決
に

　

つ
い
て

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

・
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

・
学
校
給
食
特
別
会
計
予
算

・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
予
算

■
平
成
21
年
度
葛
城
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
2
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

■
平
成
21
年
度
葛
城
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
3
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

■
平
成
21
年
度
葛
城
市
学
校
給
食
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
2
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決

・
霊
苑
事
業
特
別
会
計
予
算

・
葛
城
市
・
広
陵
町
介
護
認
定
審
査
会
特
別
会

　

計
予
算

・
水
道
事
業
会
計
予
算

　
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

・
一
般
会
計
予
算

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

　【
意　

見　

書
】

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
他

関
係
機
関
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

■
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
求
め
る

　

意
見
書
に
つ
い
て

◎
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
「
葛
城
市
議
会
」
会
議
録
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。（
な
お
、
こ
の
議
会
の
会
議

録
は
、
６
月
頃
に
掲
載
の
予
定
で
す
。）

※
本
会
議
お
よ
び
委
員
会
（
一
部
除
く
）
は
傍

聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
市
民
か
ら
選
ば
れ

た
市
議
会
議
員
の
議
会
活
動
や
市
政
の
方
針
を

知
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

会
議
予
定
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
ま
た
は
議
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
平
成
21
年
度
葛
城
市
霊
苑
事
業
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
1
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
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まちの
わだい

新
大
関
把
瑠
都
が
来
館

　

4
月
3
日
、
市
相
撲
館
に
新
大
関
昇
進
を
決

め
た
把
瑠
都
関
（
尾
上
部
屋
）
が
来
ら
れ
ま
し

た
。
大
関
は
、
相
撲
の
祖
と
さ
れ
る
當
麻
蹶
速

を
祭
る
五
輪
塔
（
け
は
や
塚
）
を
参
拝
し
、
そ

の
後
は
場
所
を
同
館
に
移
し
撮
影
会
や
質
問
会

で
参
加
者
と
交
流
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ご
飯
は
何
杯
食
べ
ま
す
か
」「
身
長
は
？
」

と
い
う
問
い
に
、「
い
っ
ぱ
い
」「
朝
は
１
9
８

㎝
、
夜
は
１
９
７
㎝
」
な
ど
と
得
意
の
ジ
ョ
ー

ク
を
交
え
て
回
答
し
会
場
を
沸
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

4
月
は
入
学
式
の
季
節
。
市
内
で
も
満
開
の

桜
が
咲
き
誇
る
中
、
各
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、

保
育
所
（
園
）
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
新
入
生
た
ち

は
元
気
い
っ
ぱ
い
で
校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

忍海幼稚園のようす當麻幼稚園のようす

桜
ま
つ
り
ー
西
辻
区
ー

　

4
月
4
日
、「
第
5
回
桜
ま
つ
り
」（
西
辻
区

主
催
）
が
西
辻
新
池
で
行
わ
れ
、
葛
城
市
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
蓮
花
ち
ゃ
ん
も
参
加
し

会
場
は
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
地
区
で
は
平
成
10
年
の
台
風
被
害
跡
地
に

桜
を
植
樹
、区
民
が
団
結
し
て
管
理
し
た
結
果
、

市
外
か
ら
も
花
見
に
来
ら
れ
る
ほ
ど
の
桜
に
成

長
し
た
こ
と
で
同
祭
り
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

蓮
花
ち
ゃ
ん
は
、
抽
選
会
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー

や
撮
影
会
に
大
忙
し
。

　

小
浦
素
実
ち
ゃ
ん
は
、「
蓮
花
ち
ゃ
ん
か
わ

い
い
♥
」
と
大
喜
び
、
辻
仲
隆
典
区
長
は
、「
蓮

花
ち
ゃ
ん
に
盛
り
上
げ
て
も
ら
い
感
謝
し
て
い

ま
す
。
来
年
も
来
て
く
だ
さ
い
」
と
語
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
進
展
に
尽
く
さ

れ
た
そ
の
功
績
を
讃
え
、
次
の
方
々
に
葛
城
市

自
治
功
労
者
と
し
て
市
か
ら
表
彰
状
と
徽
章
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
自
治
振
興
の
更
な
る
発
展
を
図
る
た

め
、
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

石
井　

文
司　

氏
（
新
庄
）

高
井　

悦
子　

氏
（
木
戸
）

亀
井　

一
二
三　

氏
（
笛
堂
）

野
志　

昭　

氏
（
木
戸
）

岡
島　

辰
雄　

氏
（
疋
田
）

葛
城
市
自
治
功
労
者
表
彰

全
国
大
会
ベ
ス
ト
８
！

「
葛
城
ジ
ュ
ニ
ア
」
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

3
月
26
日
～
29
日
に
広
島
県
立
総
合
体
育
館

で
行
わ
れ
た
第
7
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交

流
大
会
に
お
い

て
、
葛
城
ジ
ュ

ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部

が
、
ベ
ス
ト
8

の
成
績
を
お
さ

め
敢
闘
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
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国民健康保険から人間ドックのご案内
検査費の７割を助成します !

　国民健康保険では、人間ドックを受診される方に対して助成を行います。

　是非、この機会にご活用ください。

申込先　  　　保　険　課

受付期間　　平成 22 年 5 月 6 日～平成 23 年 2 月 28 日　（閉庁日を除く。）

　　　　　　　　・午前 9 時～正午　・午後１時～午後 3 時 30 分

資格　　　　　下記の3点を全て満たしている方が資格のある方です。
　　　　　　　　※受診日に国民健康保険の資格を喪失されている方は、受診できません。
　　　　　　　　●申請日において、満３５歳以上の方

　　　　　　　　●申請日において、引き続き１年以上、本市の被保険者である方

　　　　　　　　●申請日において、前年度分までの国民健康保険税を完納している世帯に属する方

持参するもの   国民健康保険被保険者証・印鑑・特定健康診査受診券および質問票（対象者のみ）

受診期間　　平成 22 年 5 月～平成 23 年 3 月末

検査機関　　下記のどちらかで受診していただきます。

	 	 	◆奈良県健康づくり財団　　田原本町宮古404-7　	個人負担額　11,220円
	 	 	◆葛城メディカルセンター　大和高田市西町1-45　個人負担額　11,025円
   ※葛城メディカルで胃カメラを受診される場合は、別途費用がかかります。

   ※胃カメラ時における生検費用については、別途費用がかかります。

   ※女性の方で、婦人科検診を受診される場合は、別途費用がかかります。

   ※申込み時に予約をお取りしますが、希望日に添えないこともありますので、受診希望日を複数考え 

       た上で申込みをしてください。

　　　　　　　　※特定健康診査の受診対象者で人間ドックを受診される場合は、申請時に必ず特定健康診査の受診券

　　　　　　　　　および質問票を提出してください。

　　　　　　　　※平成 22 年度において、既に特定健康診査を受診された方は人間ドックの助成を受けることはでき

　　　　　　　　　ません。また、人間ドックの助成を受けられた方については、特定健康診査を受診することはでき

　　　　　　　　　ません。

主な検査項目
　●内科診察　　●身体測定　●生活食事調査　●便検査　●尿検査　●末梢血検査　●血液生化学　●免疫血清

　●腹部超音波　●胸部Ｘ線　●胃透視または胃カメラ　　●肺機能　●視力検査　　●眼底・眼圧　●聴力検査

　●安静心電図　●総合指導　　　

◎詳しくは、保険課国民健康保険係まで

全
国
大
会
ベ
ス
ト
８
！

「
葛
城
ジ
ュ
ニ
ア
」
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

3
月
26
日
～
29
日
に
広
島
県
立
総
合
体
育
館

で
行
わ
れ
た
第
7
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交

流
大
会
に
お
い

て
、
葛
城
ジ
ュ

ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部

が
、
ベ
ス
ト
8

の
成
績
を
お
さ

め
敢
闘
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

東
塔
西
塔
初
層
開
扉

　

當
麻
寺
の
東
塔
西
塔
が
5
月
20
日
か
ら
6
月

20
日
ま
で
の
間
、
特
別
開
扉
さ
れ
ま
す
。

　

同
塔
は
奈
良
時
代
に
建
立
さ
れ
、
わ
が
国
で

唯
一
創
建
時
当
初
の
姿
を
今
に
伝
え
る
三
重
塔

で
あ
り
、
両
塔
と
も
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

東
西
両
塔
の
初
層
が
、
創
建
以
来
初
め
て

揃
っ
て
開
扉
さ
れ
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
、
時

間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
公
益
の
た
め
市
に
多
額
の
私
財

等
を
寄
附
さ
れ
た
次
の
方
に
本
市
か
ら
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

宗
教
法
人　

ほ
ん
み
ち　

様

葛
城
市
善
行
者
表
彰
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国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
と

保
険
料
納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

～　

会
社
な
ど
を
退
職
さ
れ
た
方
へ　

～

　

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
全
て
の
人
は
、
公
的
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

60
歳
未
満
で
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
を
や
め
た
方
は
、
1�
日
以
内

に
住
所
地
の
市
町
村
役
場
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
で
、
国
民
年
金
に

加
入
の
手
続
き
を
し
て
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
あ
な
た
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
が
い
れ
ば
、
国
民
年

金
の
種
別
変
更
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

 

保
険
料
の
納
付
は
？

　

加
入
手
続
き
後
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
る
国
民
年
金
保

険
料
納
付
案
内
書
に
よ
り
、
毎
月

の
保
険
料
を
翌
月
末
ま
で
に
ご
自

分
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
納
め
る
場
所
】

　

全
国
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓

口
の
ほ
か
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
（
申
し
込
み

が
必
要
）、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ

ソ
コ
ン
・
携
帯
電
話
）
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
（
申
し
込
み
が
必
要
）

を
利
用
す
る
方
法
で
納
め
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

※
保
険
料
納
付
は
、
口
座
振
替
を

　

ご
利
用
さ
れ
る
と
割
引
が
あ

　

り
、た
い
へ
ん
便
利
で
お
得
で
す
。

保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
は
？

○
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

　

的
に
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請

　
（
所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
）
に

　

よ
っ
て
保
険
料
納
付
が
免
除
さ

　

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
保

　

険
料
免
除
制
度
）

※
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免

　

除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

○
30
歳
未
満
の
方
に
は
「
若
年
者

　

納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

○
学
生
の
方
に
は
、「
学
生
納
付

　

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

※
申
請
は
住
所
地
の
市
町
村
役
場

　

の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行
え

　

ま
す
。

【
ご
注
意
】

　

保
険
料
を
未
加
入
・
未
納
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
障
害
を
負
っ
た
時

の
障
害
年
金
や
死
亡
時
の
遺
族
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

り
、
老
後
の
老
齢
年
金
に
つ
い
て
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
加
入
の
届
出
お
よ
び

申
請
を
し
ま
し
ょ
う
！

◎
詳
し
く
は
、
市
民
窓
口
課

　

ま
た
は
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
（
22
）
3
5
3
1
ま
で

小
児
医
療
費
助
成
の
ご
案
内

　
入
院
、
歯
科
診
療
が
福
祉
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

　

義
務
教
育
に
お
け
る
小
学
校
の
学

齢
に
あ
る
方
。

（
他
の
福
祉
医
療
制
度
に
該
当
さ
れ

て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。）

●
対
象
と
な
る
医
療
費

　

平
成
21
年
4
月
以
降
に
受
診
さ
れ

た
入
院
お
よ
び
歯
科
診
療
（
歯
科
に

係
る
調
剤
を
含
む
（
以
下
「
歯
科
調

剤
」）
の
保
険
診
療
に
係
る
医
療
費

が
対
象
で
す
。

●
助
成
額

　

対
象
と
な
る
医
療
費
で
負
担
さ
れ

る
額
（
３
割
負
担
分
）
か
ら
定
額
の

一
部
負
担
金
を
控
除
し
た
額
で
す
。

　

ま
た
、
対
象
と
な
る
医
療
費
に
公

費
医
療
に
よ
る
給
付
が
あ
る
場
合
や

健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
に
該
当
す

る
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
給
付
を
控
除

し
た
額
か
ら
定
額
の
一
部
負
担
金
を

控
除
し
ま
す
。

●
定
額
の
一
部
負
担
金

入
院　

…　

１
、０
０
０
円
／
月

（
2
週
間
未
満
の
場
合
は
５
０
０
円
）

歯
科
外
来　

…　

  

５
０
０
円
／
月

（
歯
科
調
剤
は
0
円
／
月
）

●
支
給
方
法

　

市
役
所
保
険
課
窓
口
へ
の
申
請
に

よ
る
償
還
方
式
と
な
り
ま
す
の
で
、

受
診
さ
れ
た
医
療
機
関
ご
と
に
1
か

月
単
位
で
１
枚
の
「
小
児
医
療
費
助

成
金
交
付
請
求
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
領
収
書
を
添
付
し
て
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
請
求
書
等

の
内
容
を
確
認
し
助
成
金
を
支
給
し

ま
す
。

　

通
常
、
毎
月
5
日
ま
で
の
請
求
分

を
当
月
の
25
日
（
25
日
が
土
日
祝
日

の
場
合
は
、金
融
機
関
の
翌
営
業
日
）

に
支
払
い
ま
す
。

　

ま
た
、
助
成
額
明
細
を
記
載
し

た
支
払
通
知
書
は
、
3
か
月
に
１
回

（
4
・
7
・
10
・
1
月
下
旬
）、
直
前

3
か
月
の
支
給
分
を
ま
と
め
て
記
載

し
送
付
し
ま
す
。（
例
：
5
・
6
・

7
月
支
給
分
→
7
月
下
旬
に
送
付
）

　

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
保
険
課
ま
で
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子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

　
「
子
ど
も
手
当
」
は
、
次
代
の
社

会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育

ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
制
度

で
す
。

★
申
請
手
続

　

子
ど
も
手
当
の
支
給
を
受
け
る
た

め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。　

た

だ
し
、
平
成
22
年
3
月
ま
で
児
童
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
た
方
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
子
ど
も
手
当
の
対
象
と

な
る
子
ど
も
（
原
則
と
し
て
中
学
2

年
生
と
中
学
3
年
生
）
が
い
な
い
場

合
は
、
申
請
が
免
除
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
申
請
を
行
わ
な
く
て
も
子
ど

も
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
下
記
に
よ
り
申
請
が
必
要
か
ど
う

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
務
員
の
方
に
つ
い
て
は
、
勤
務

先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
申
請
に
必
要
な
書
類

◎
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

　
（
請
求
者
本
人
の
も
の
）

◎
請
求
者
の
預
金
口
座

◎
こ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
す

　

る
書
類
が
あ
り
ま
す
。

★
申
請
は
、
平
成
22
年
9
月
30
日
ま

で
（
土
・
日
、
祝
日
は
除
く
。）
に

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
9
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、

満
額
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
方

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
は
、『
認

定
請
求
書
』（
す
で
に
子
ど
も
手
当
を

受
給
し
て
い
る
場
合
は
『
額
改
定
認

定
請
求
書
』）
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
請
求
の
あ
っ
た
月

の
翌
月
分
か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

現
況
届
に
つ
い
て

　

子
ど
も
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
6
月
中
に
【
子
ど
も
手
当
現

況
届
】の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
届
は
、
6
月
1
日
に
お
け
る

状
況
を
記
載
し
、
子
ど
も
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
後
日
現
況

届
の
用
紙
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

な
お
、こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、

６
月
以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
子
ど
も
手
当
の
新
規
対
象
者
の
方

で
、
子
ど
も
手
当
の
申
請
を
さ
れ
た

場
合
は
、
平
成
22
年
度
に
限
り
、
現

況
届
の
提
出
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
子
育
て
福
祉
課
ま
で

※
こ
の
場
合
、
申
請
猶
予
期
間
（
平

成
22
年
9
月
30
日
ま
で
）
の
対
象
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

＜＜平成��年�月�1日現在、児童手当を受給されている方＞＞
中学 2 年生・
中学 3 年生の子ども

中学 2 年生・中学 3 年生の
子どもについて、『額改定認
定請求書』の提出が必要

子ども手当

新たな手続きは不要

小学生以下の子ども

子ども手当

※ 9 月 30 日までに『額改定認定請求書』を提出してください。
※手当は 4 月分から増額されます。

小学生以下の子ども

新たな手続きは不要

※手当は 4 月分から支給されます。
※ 4 月に中学 1 年生になる子ども（3 月まで児童手当の
　対象だった子ども）についても手続きは不要です。

＜＜平成��年�月�1日現在、児童手当を受給されていない方＞＞

『認定請求書』の提出が必要

子ども手当

中学生以下の子ども

※ 9 月 30 日までに
　『認定請求書』を提出してください。
※手当は 4 月分から支給されます。



�広報「 」平成22年5月号

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

　

納
税
通
知
書
は
5
月
11
日
頃
に
送
付
し
ま

す
。（
納
税
通
知
書
が
5
月
17
日
頃
を
過
ぎ
て

も
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
税
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

　

軽
自
動
車
税
は
5
月
（
全
期
）
の
み
で
す
。

納
付
期
限
は
�
月
�1
日
（
月
）
で
す
。

　

口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
は
上
記
納
付

期
限
日
に
指
定
の
口
座
か
ら
振
替
し
ま
す
。
前

日
ま
で
に
預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

安
全
で
便
利
な

口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
納
付
の
た

め
に
金
融
機
関
な
ど
へ
お
出
か
け
い
た
だ
く
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
う
っ
か
り
納
期

限
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
心
配
も
な
く
な
り

ま
す
。

　

申
込
み
手
続
き
は
、
市
指
定
の
金
融
機
関
お

よ
び
郵
便
局
で
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
日
は
、

納
期
限
の
1
か
月
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
収
納
促
進
課
ま
た
は
税
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

5
月
は
平
成
22
年
度
軽
自
動
車
税
の

納
付
月
で
す
！

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
の
所
有
（
使
用
）
者
・
運
転
者
の

障
害
の
程
度
や
使
用
目
的
に
つ
い
て
、
一
定
の

要
件
を
満
た
せ
ば
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

が
減
免
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
限
：
平
成
22
年
５
月
24
日
（
月
）
ま
で

申
請
場
所
：
税
務
課
（
新
庄
庁
舎
・
當
麻
庁
舎
）

用
意
す
る
物
：
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
、

自
動
車
検
査
証
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
、
平
成

22
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

※
前
年
に
減
免
を
受
け
て
い
て
も
、
平
成
22
年

度
も
申
請
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
減
免
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

※
自
動
車
税
と
軽
自
動
車
税
の
両
方
で
減
免
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
期
限
後
に
減
免
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
�1
年
分
所
得
証
明
書
の

発
行
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
分
の
所
得
に
関
す
る
証
明
書
（
所

得
、
課
税
、
非
課
税
証
明
書
等
）
は
左
記
の
日

付
か
ら
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

徴
収
区
分

発
行
予
定
日

市
県
民
税
を
勤
務
先

の
給
料
等
よ
り
引
き

落
と
し
さ
れ
て
い
る

方

平
成
22
年
５
月
10
日

（
月
）

市
県
民
税
を
右
記
以

外
の
方
法
で
納
付
さ

れ
て
い
る
方

平
成
22
年
6
月 

1
日

（
火
）

※
確
定
申
告
ま
た
は
市
県
民
税
申
告
を
さ
れ
て

い
な
い
方
や
事
業
所
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

市
役
所
へ
未
提
出
の
方
、
納
税
義
務
者
の
扶
養

者
に
な
っ
て
い
な
い
方
等
、
所
得
に
関
す
る
内

容
に
つ
い
て
当
市
が
把
握
出
来
な
い
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
所
得
に
関
す
る
証
明
が
で
き
ま
せ

ん
。
平
成
�1
年
中
に
収
入
が
無
い
方
で
も
、
収

入
が
無
い
旨
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

65
歳
未
満
の

公
的
年
金
受
給
者
の
方
へ

　

広
報
4
月
号
に
個
人
住
民
税
の
年
金
か
ら
の

引
き
落
と
し
（
年
金
特
別
徴
収
）
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
度
税
制
改
正

に
伴
い
、
取
り
扱
い
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

の
で
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
取
り
扱
い
が
変
わ
る
方

　

65
歳
未
満
（
平
成
22
年
4
月
1
日
現
在
）
の

方
で
給
与
と
年
金
の
両
方
の
所
得
が
あ
り
、
住

民
税
が
給
与
か
ら
引
き
落
と
し
（
給
与
特
別
徴

収
）
の
方

変
更
点

　

平
成
21
年
度
の
年
金
所
得
に
か
か
る
住
民
税

は
、
給
与
所
得
に
か
か
る
住
民
税
が
あ
る
方
で
も

給
与
か
ら
引
き
落
と
し
が
出
来
ず
、
ご
自
身
で
納

付
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
原
則
と
し
て
年
金
所
得
に
か
か
る
住
民
税
が

給
与
所
得
に
か
か
る
住
民
税
と
一
緒
に
給
与
か
ら

引
き
落
と
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い
に

変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
所
得
に
か
か
る
住

民
税
は
給
与
か
ら
住
民
税
を
引
き
落
と
し
さ
れ

て
い
る
方
で
も
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
ま
た

は
納
付
書
、
口
座
振
替
で
の
納
付
に
な
り
ま
す

の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◎
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で

　

平
成
22
年
3
月
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
葛
城

市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
が

改
正
さ
れ
、
平
成
22
年
6
月
1
日
よ
り
10
㎏
あ

た
り
１
０
０
円
か
ら
１
３
０
円
に
改
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら
は
、
10
㎏

あ
た
り
１
３
０
円
か
ら
１
５
０
円
に
改
定
さ
れ

ま
す
。

事
業
系
ご
み　

適
正
化
し
て
い
ま
す
か
？

　

事
業
系
ご
み
は
、
事
業
者
が
責
任
を
持
っ
て

適
性
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
法
律

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

事
業
系
の
ご
み
と
は
？

　

一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
と
区
別
し

て
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
ご
み
の
事
を

事
業
系
ご
み
と
い
い
ま
す
。（
一
般
家
庭
で
の

内
職
も
事
業
活
動
で
す
）

　

事
業
系
ご
み
は
さ
ら
に
、
一
般
廃
棄
物
と
産

業
廃
棄
物
の
２
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

事
業
系
ご
み
の
処
理

　

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ

た
事
業
系
ご
み
（
産
業
廃
棄
物
を
除
く
）
を
自

ら
の
責
任
に
お
い
て
適
性
に
処
理
で
き
な
い
場

合
は
、
市
の
分
別
方
法
に
従
っ
て
、
事
業
者
自

身
で
事
業
所
の
あ
る
地
区
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
持
ち
込
む
か
、
市
が
許
可
し
た
事
業
系

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
（
広
報
４
月
号
に

掲
載
）
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
事

業
者
自
身
で
持
ち
込
む
場
合
で
あ
っ
て
も
、
一

般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
が
必
要
で
す
。

分
別
収
集
と
ご
み
の
減
量
化
の
お
願
い

　

地
球
温
暖
化
等
の
環
境
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
手
数
料

が
改
定
さ
れ
ま
す
。

て
い
る
現
在
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
焼
却
量

を
減
ら
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
制
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
市
民
・

事
業
者
の
皆
さ
ま
の
分
別
収
集
の
徹
底
な
ら
び
に

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で

お知らせ
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寄附者 協賛企業等

葛城市

①寄附

②特産品の選択
③住所・氏名・物品の内容等連絡

④特産品の発送

事業概要について

★
協
賛
企
業
の
申
し
込
み
要
件

　

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
法
人
や
個
人

業
者
な
ど
で
、
5
千
円
ま
た
は
1
万
円

相
当
（
送
料
代
別
）
の
一
定
期
間
保
存
が

可
能
な
特
産
品
の
提
案
が
で
き
る
こ
と
。

★
協
賛
企
業
の
メ
リ
ッ
ト

　

特
産
品
の
代
金
は
、
葛
城
市
が
負
担

し
ま
す
。
送
料
は
、
協
賛
企
業
が
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

県
内
外
の
方
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
、
企
業

名
、
商
品
名
等
を
Ｐ
Ｒ
で
き
、
商
品
発

送
時
に
企
業
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を
同
封
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

蓮
花
ち
ゃ
ん
寄
附
の
特
産
品
、

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
応
募
方
法

　

ご
提
案
い
た
だ
け
る
特
産
品
の
商
品

名
、
写
真
と
簡
単
な
商
品
説
明
を
添
え

て
葛
城
市
税
務
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

★
募
集
期
限

　

平
成
22
年
5
月
末

★
選
考
等

　
「
ふ
る
さ
と
特
産
品
」
の
選
考
は
葛
城

市
で
行
い
、
応
募
者
に
は
連
絡
し
ま
す
。

　

事
業
実
施
時
期
は
、
平
成
22
年
9
月

か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
「
蓮
花
ち
ゃ
ん
寄
附
」（
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
）
と
は
、
葛
城
市
を
応
援
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
寄
附
さ
れ
た
場
合
、

住
民
税
な
ど
か
ら
控
除
を
受
け
る
こ
と

の
で
き
る
制
度
で
、

「
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
し
た
い
」

「
ふ
る
さ
と
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
を
か
た
ち
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
葛
城
市
で
は
、「
蓮
花

ち
ゃ
ん
寄
附
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
税
務
課
ま
で

　

☎
（
69
）
３
０
０
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
69
）
６
４
５
６

蓮
花
ち
ゃ
ん
寄
附
者
へ
贈
呈
す
る

　

葛
城
市
特
産
品
に

　
　

ご
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

葛
城
市
の
特
産
品
を
提
案
い
た
だ
け
る

協
賛
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

蓮
花
ち
ゃ
ん
寄
附
（
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
）
に
よ
り
葛
城
市
へ
１
万
円
以
上
の
寄
附

を
さ
れ
た
市
外
の
方
に
、
地
元
企
業
や
業
者

が
生
産
し
た
地
元
特
産
品
を
「
葛
城
市
特
産

品
」
と
し
て
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
「
葛
城
市
特
産
品
」
と
し
て
、
5
千
円
ま

た
は
1
万
円
相
当
の
地
元
特
産
品
を
提
案

い
た
だ
け
る
協
賛
企
業
・
業
者
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
「
葛
城
市
特
産
品
」
と
し
て
採
用
さ
れ
ま

す
と
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
」
案
内
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
へ
の
掲
載
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

お知らせ
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私
た
ち
は
、
こ
の
街
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す

（
敬
称
略
）

氏　

名		

担
当
地
域

板
橋　

重
子	
新
庄
（
住
吉
・
本
町
・
東
町
）

藤
井　

久
美
子	
新
庄
（
桑
之
町
・
戎
町
）

田
中　

寛
子	

新
庄
（
宮
前
・
屋
敷
町
）・
大
屋

辻
本　

淳
子	

葛
木
・
南
藤
井

山
本　

孝
子	

寺
口

杉
村　

惠
子	

中
戸

仲
田　

德
美	

辨
之
庄

吉
村　

慶	

疋
田
（
本
郷
）
北	

土
庫　

裕
子	

疋
田
（
本
郷
）
南

岩
村　

浩
子	

疋
田
（
東
和
苑
）
北

鵜
山　

保
治	

疋
田
（
東
和
苑
）
南

城
下　

彦
彌	

疋
田
（
フ
ル
ー
ル
）

小
柴　

佐
知
子	

北
道
穂
・
南
道
穂
（
北
）

柗
本　

美
知
子	

南
道
穂

萩　
　

恭
子	

西
室
・
東
室

吉
岡　

義
幸	

柿
本

川
村　

貴
久
子	

笛
堂

和
田　

小
夜
子	

北
花
内
（
本
郷
1
地
区
）

中
島　

章
祐	

北
花
内
（
本
郷
2
地
区
）

藏
堀　

滋
子	

北
花
内
（
三
才
地
区
）

堀
内　

普
子	

北
花
内
（
近
鉄
地
区
）

吉
川　

正
利	

北
花
内
（
Ｊ
Ｒ
・
出
花
内
地
区
）

生
嶌　

妙
子	

忍
海
北

森
川　

啓
二	

忍
海
南

安
川　

美
鈴	

薑
・
新
村

花
内　

貴
美
子	

新
町
・
南
新
町

堀
内　

久
子	

南
花
内
・
花
内
台

巽　
　

滋
保	

西
辻
・
脇
田

幸
田　

純
永	

林
堂
・
山
田

松
田　

卓
己	

平
岡
・
山
口
・
梅
室
・
笛
吹

氏　

名		

担
当
地
域

松
村　

佐
世
子	

南
今
市

長
谷
川　

眞
利
子	

太
田

伏
見　

柳
作	

兵
家

綾
織　

加
容
子	

兵
家

池
田　

博
子	

竹
内

仲
田　

正
德	

竹
内

松
本　

憲
子	

長
尾

足
高　

和
子	

長
尾

大
村　

隆
彦	

長
尾

野
志　

と
よ
子	

木
戸

増
田　

文
康	

尺
土

筒
井　

壽
子	

尺
土

原　
　

晴
美	

尺
土

梅
田　

敬
子	
八
川

鍋
谷　

洋	
八
川

藤
本　

尚
子	
八
川

多
根　

京
子	

大
畑

山
本　

弘
一	

當
麻

奥
田　

善
啓	

當
麻

正
田　

壽
子	

當
麻

石
田　

千
世
子	

勝
根

山
下　

千
津
子	

今
在
家

下
村　

友
子	

染
野

山
本　

信
代	

新
在
家

澤　
　

裕
嬉
子	

加
守

岡
本　

聖
子	

加
守

杉
本　

勝
也	

主
任
児
童
委
員
（
新
庄
地
区
）

神
谷　

哲
雄	

主
任
児
童
委
員
（
新
庄
地
区
）

山
本　

栄
子	

主
任
児
童
委
員
（
當
麻
地
区
）

杦
岡　

厚
子	

主
任
児
童
委
員
（
當
麻
地
区
）

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

民
生
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
困

っ
た
と
き
の
相
談
・
支
援
者
で
す
。

　

近
年
の
急
激
な
高
齢
化
の
な
か
、
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
介
護
を
必
要
と
す
る

方
、
核
家
族
化
が
進
み
子
育
て
の
悩
み
や
児

童
虐
待
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
家
庭
が

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
心
身
に
障
害
が
あ

り
自
分
の
力
だ
け
で
は
日
常
生
活
を
送
る
こ

と
が
難
し
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
こ
の

よ
う
な
方
々
の
生
活
上
の
悩
み
の
相
談
に
応

じ
、
ま
た
行
政
機
関
・
社
会
福
祉
団
体
と

の
橋
渡
し
や
調
整
を
し
た
り
、
地
域
と
と
も

に
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
必
要
な
支
援
を
行
う
地
域
福
祉
の
推
進
者

で
す
。
な
お
、
そ
の
た
め
に
も
常
日
頃
か
ら

研
修
を
重
ね
福
祉
制
度
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。

　

福
祉
の
制
度
が
利
用
し
た
い
け
れ
ど
も
誰

に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
、
お

気
軽
に
皆
さ
ん
の
地
域
の
担
当
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お

住
ま
い
の
地
域
担
当
委
員
や
連
絡
先
に
つ
き

ま
し
て
は
社
会
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
相
談
内
容
や
調
査
の
上
で
知
り

得
た
内
容
は
、
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
に
も
、
心
配
ご
と
相
談
業
務
や
敬

老
年
金
・
ま
ご
こ
ろ
弁
当
を
お
配
り
し
、
常

に
高
齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
の
役
割
を

　
　
　
　
　
　

ご
存
じ
で
す
か
？

　

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
問
題
を
担
当
し

子
ど
も
の
生
活
全
般
に
わ
た
り
支
援
を
行
う

も
の
で
、
地
域
の
民
生
児
童
委
員
と
連
携
し

な
が
ら
、
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
、
児
童
委

員
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
関
す
る
問
題
は
、
ひ
と
り
で
悩

ん
で
い
る
と
悪
い
方
向
へ
考
え
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。思
い
切
っ
て
相
談
す
れ
ば
、

自
分
で
は
考
え
つ
か
な
か
っ
た
解
決
の
糸
口

が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

5
月
12
日
は

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す
。

　

葛
城
市
に
は
、
56
名
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
4
名
の
主
任
児
童
委
員
が
厚
生
労
働

大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

毎
年
5
月
12
日
～
18
日
は
活
動
強
化
週
間

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
知
っ
て
も
ら
い
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
願
っ

て
、
啓
発
運
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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こ
の
た
び
離
職
者
で
あ
っ
て
就
労
能
力
お
よ

び
就
労
意
欲
の
あ
る
方
の
う
ち
、
住
宅
を
喪
失

し
て
い
る
方
ま
た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

方
に
対
し
て
、
住
宅
手
当
が
平
成
21
年
10
月
よ

り
開
始
さ
れ
6
か
月
間
を
限
度
と
し
て
支
給
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
部
緩
和
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

支
給
対
象
者

●
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
離
職
し
た
方

●
離
職
前
に
、
主
た
る
生
計
維
持
者
で
あ
っ
た

こ
と
。

●
就
労
能
力
お
よ
び
常
用
就
職
の
意
欲
が
あ

り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
職
申
込
み
を
行

な
っ
て
い
る
方
ま
た
は
行
な
う
方
。

●
賃
貸
し
て
い
る
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
ま

た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
。

●
申
請
日
の
属
す
る
月
に
お
け
る
申
請
者
お
よ

び
申
請
者
と
生
計
を
一
と
す
る
同
居
の
親
族
の

収
入
の
合
計
額
が
次
の
表
に
定
め
る
収
入
基
準

額
で
あ
る
こ
と
。

区
分

金
額
（
月
収
入
）

単
身
世
帯

8
万
4
千
円
に
家
賃
額

を
加
算
し
た
額
未
満

二
人
世
帯

17
万
2
千
円
以
内

三
人
以
上
世
帯

17
万
2
千
円
に
家
賃
額

を
加
算
し
た
額
未
満

　

支
給
期
間
は
6
か
月
間
を
限
度
と
し
ま
す

が
、
週
1
回
以
上
、
求
人
先
へ
応
募
を
行
っ
て

い
た
、
ま
た
は
面
接
を
受
け
る
な
ど
就
職
活
動

を
誠
実
に
継
続
し
て
い
た
場
合
に
は
、
さ
ら
に

3
か
月
間
を
限
度
に
支
給
期
間
を
延
長
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

◎
こ
れ
以
外
に
も
、
受
給
資
格
要
件
等
が
あ
り
、

受
給
資
格
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
社
会
福
祉
課
保

護
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
が
緩
和
さ
れ
ま
す

ご
意
見
箱
を
設
置
し
ま
す

　

平
成
22
年
５
月
よ
り
新
庄
庁
舎
お
よ
び
當
麻

庁
舎
１
階
に
ご
意
見
箱
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

　

市
民
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
質
問
を
今
後
の

葛
城
市
の
事
業
運
営
等
の
参
考
に
す
る
た
め
、

皆
さ
ま
の
率
直
な
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
備
え
付
け
の
ご
意
見
記
入
用
紙
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
内
容
等
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
住
所
、
お
名
前
、

電
話
番
号
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
個
人
が
特

定
で
き
な
い
よ
う
に
編
集
し
た
上
で
、
要
旨
を

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
適
正
に
管
理
を
行

い
、
右
記
の
場
合
を
除
き
、
他
の
目
的
に
利
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
国
、
県
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
市
か
ら
直

接
回
答
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
を
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

●
特
定
の
個
人
や
団
体
を
誹
謗
・
中
傷
す
る
も

の
、
企
業
な
ど
の
営
業
活
動
、
政
治
、
宗
教
等

に
関
す
る
も
の
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
は
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
。
な
お
、
差
し
出
し
人
を
偽
っ
て
の

お
問
い
合
わ
せ
に
は
返
答
い
た
し
か
ね
ま
す
。

●
市
民
皆
さ
ま
の
ご
意
見
ご
質
問
は
、
そ
の
内

容
に
よ
り
各
担
当
課
長
に
送
付
し
、
回
答
が
必

要
な
場
合
は
担
当
課
よ
り
後
日
回
答
い
た
し
ま

す
。

◎
詳
し
く
は
、
企
画
政
策
課
ま
で

市
営
住
宅

入
居
者
の
募
集
に
つ
い
て

住
宅
名

八
川
住
宅

（
3
Ｄ
Ｋ
／
2
階
建
／
1
戸
）

家
賃

2
万
１
０
０
円
～

２
万
９
９
０
０
円 

の
間

受
付
期
間

5
月
10
日
（
月
）
～

５
月
21
日
（
金
）
の
間

見
学
会

５
月
13
日
（
木
）

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

募
集
内
容　

八
川
住
宅
（
１
戸
）

受
付
期
間　

5
月
10
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）

建
設
課
（
新
庄
庁
舎
）
ま
で

午
前
9
時
～
午
後
4
時
ま
で
（
土
日
を
除
く
）

申
込
書　

建
設
課
（
新
庄
庁
舎
）・
農
林
課
（
當

麻
庁
舎
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
受
付
は
、
建
設
課
（
新
庄
庁
舎
）
の

み
と
な
り
ま
す
。

入
居
資
格　
【
葛
城
市
市
営
住
宅
条
例
に
よ
る

条
件
を
満
た
す
方
】

●
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
（
※
持
ち
家

の
あ
る
方
は
不
可
）

●
基
準
月
収
が
15
万
８
千
円
以
下
の
方

●
平
成
22
年
4
月
20
日
に
お
い
て
3
か
月
以

上
、
市
内
に
住
所
ま
た
は
、
勤
務
場
所
を
有
す

る
方

●
国
税
お
よ
び
市
税
、
水
道
料
金
等
に
滞
納
の

な
い
方

注　

意

●
入
居
に
伴
う
保
証
人
は
、
市
内
に
居
住
し
、

か
つ
入
居
決
定
者
と
同
等
以
上
の
収
入
を
有
す

る
方
と
し
ま
す
。

●
敷
金
は
家
賃
の
3
か
月
分
と
し
ま
す
。
家
賃
・

敷
金
以
外
に
も
駐
車
場
料
金
・
共
益
費
・
自
治

会
費
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
犬
、
猫
な
ど
の
動
物
を
住
宅
内
で
飼
う
こ
と

は
近
所
迷
惑
に
な
り
、
入
居
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
犬
・
猫
な
ど
の
動

物
は
飼
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
家
賃
は
入
居
家
族
全
員
の
収
入
合
計
で
計
算

し
ま
す
。

●
現
地
見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
建
設
課
ま

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
市
営
住
宅
の
入
居
者
等
の
生
活
の
安
全
と
平

穏
を
確
保
す
る
た
め
、
暴
力
団
員
は
、
市
営
住

宅
に
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
入
居
資
格
等
、
詳
し
く
は
建
設
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「
ま
ち
の
達
人
さ
ん
」
大
募
集
！

ー 

葛
城
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク 

ー

　

こ
の
事
業
は
、
豊
か
な
知
識
・
体
験
・
技
能

な
ど
を
お
持
ち
の
方
々
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
お
手
伝
い

を
い
た
だ
き
、
本
市
教
育
の
よ
り
一
層
の
振
興

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

1
：
登
録
内
容

⑴
学
校
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①
体
験
学
習
支
援

　

昔
の
遊
び
の
紹
介
な
ど
、
豊
か
な
体
験
・
知

　

識
・
技
能
を
活
か
し
て
の
授
業
支
援

②
ス
ポ
ー
ツ
指
導
支
援

　

中
学
校
の
部
活
動
の
技
術
指
導
支
援

③
学
校
安
全
支
援

　

児
童
の
登
下
校
・
校
内
外
巡
視
な
ど

⑵
社
会
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
市
内
の
団
体
や
グ

　

ル
ー
プ
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
学
習
活
動
の
支

　

援
（
歴
史
・
文
学
・
会
話
・
料
理
・
ス
ポ
ー

　

ツ
・
舞
踊
・
文
芸
・
手
芸
な
ど
）

２
：
登
録
方
法

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
登
録
を
希
望
の
方

３
：
そ
の
他

⑴
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク「
ま
ち
の
達
人
さ
ん
」

に
登
録
さ
れ
た
方
を
、
葛
城
市
教
育
委
員
会
管

轄
の
学
校
・
社
会
教
育
施
設
な
ど
に
紹
介
し
、

そ
の
要
請
に
応
じ
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
登
録
し
て
頂
い
て
も
す
ぐ
に
活
動

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

⑵
次
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
は
、
登
録
で
き

ま
せ
ん
。

　

・
営
利
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

　

・
特
定
の
政
党
等
の
利
害
に
関
す
る
事
業
を

　
　

目
的
と
す
る
こ
と
。

　

・
公
私
の
選
挙
に
関
し
、
特
定
の
政
党
お
よ

　
　

び
候
補
者
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

　
　

る
こ
と
。

⑶
受
付
は
、
平
成
22
年
5
月
6
日
（
木
）
か
ら

５
月
28
日
（
金
）
ま
で
行
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
課
ま
で

　

☎
（
48
）
2
8
1
1

◆
「
ま
ち
の
達
人
さ
ん
」
の
目
的
と
は
？

は
、「
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
登
録
申
込
書
」（
當

麻
庁
舎
生
涯
学
習
課
備
付
）
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、
葛
城
市
教
育
委
員
会
事
務
局
生

涯
学
習
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

市
民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
、
ま
た
は
、
こ
れ
か

ら
活
動
さ
れ
る
団
体
に
対
し
、
そ
の
活
動
の
経

費
の
一
部
を
支
援
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

多
数
の
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

★
募
集
期
間

5
月
10
日
（
月
）
か
ら
6
月
11
日
（
金
）
ま
で

　
★
対
象
と
な
る
事
業

①
市
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
対
し
市
民
活
動
団

体
か
ら
提
案
い
た
だ
く
事
業

　

本
年
度
の
市
が
設
定
す
る
テ
ー
マ
は
次
の
と

お
り
で
す
。

⑴
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業

⑵
環
境
保
全
・
創
出
に
関
す
る
事
業

⑶
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

②
市
民
活
動
団
体
が
自
由
な
テ
ー
マ
で
提
案
い

た
だ
く
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
活
動
や
、
創
意
工
夫
が
み
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
事
業

※
注
意
事
項

●
１
団
体
に
つ
き
、1
事
業
の
応
募
と
し
ま
す
。

●
原
則
、
応
募
さ
れ
た
年
度
内
に
実
施
・
完
了

す
る
事
業
と
し
ま
す

●
す
で
に
、
市
や
他
団
体
等
か
ら
補
助
金
を
受

け
て
お
ら
れ
る
事
業
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

★
対
象
団
体

①
構
成
員
数
が
3
名
以
上
で
、
市
内
に
在
住
・

在
勤
ま
た
は
在
学
す
る
方
を
主
た
る
構
成
員
と

し
て
い
る
団
体
。
た
だ
し
政
治
・
宗
教
・
営
利

活
動
目
的
の
団
体
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

②
特
定
非
営
利
活
動
法
人

★
補
助
金
の
交
付

　

補
助
対
象
経
費
に
つ
い
て
20
万
円
を
限
度
と

し
て
助
成
し
ま
す
。
な
お
、
助
成
金
は
事
業
完

了
後
に
交
付
し
ま
す
。

★
申
請
書
・
申
込
み
等

　

申
請
書
お
よ
び
募
集
要
項
の
配
布
、
ま
た
申

込
み
の
受
付
は
企
画
政
策
課（
新
庄
庁
舎
3
階
）

に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
申
請
書
お
よ

び
募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

★
事
業
の
決
定

　

皆
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
事
業
企
画
に

つ
き
ま
し
て
は
、
審
査
委
員
会
に
て
、
書
類
に

よ
る
１
次
審
査
（
6
月
中
旬
予
定
）、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
2
次
審
査
（
7
月
上
旬

予
定
）を
経
て
採
択
す
る
事
業
を
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
は
、「
社
会
貢
献
度
」「
発
展
性
」

「
計
画
性
」「
経
費
適
正
」
な
ど
の
基
準
を
総
合

的
に
考
慮
し
て
行
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
企
画
政
策
課
ま
で

募
集
し
ま
す
！
葛
城
市
市
民
活
動
事
業
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葛城っ子スペシャル・ショット
　4 月 7 日、小雨を
受けて校庭の桜が
咲き誇る中、今年
度 は 100 名 の 新 入
生を迎えました。
  翌日から、大きな
ランドセルを背負
い、少し緊張気味
に、 ピ カ ピ カ の 1
年生が登校し始め
ました。1 週間あまり経つと学校生活にも少し慣れてきたようで、教室や運動場で元気な姿が
見られるようになってきました。
　14 日からは給食が始まり、本格的な学校生活のスタートです。6 年生に手伝ってもらいながら、
自教室の掃除も始まりました。 
　心身とも健やかに成長してくれることを期待しています。

大
き
く
は
ば
た
け
、
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
！

磐
城
小
学
校

シリーズ

　葛城市立幼稚園・小・中学校では、この度、次のような《教育合い言葉》をつくりました。子ども達、
教職員、保護者が一体となって《合い言葉》の実現を目指し、日々の活動に取り組みんでまいります。
地域の皆さまにおかれましても、学校・幼稚園の取組にご理解・ご協力をお願い申し上げます。

葛城市の《教育合い言葉》をつくりました !!

　【中学校の合い言葉】

●交わす挨
あい
拶
さつ

　きまりやマナーを守
らないと言われる現代
の子ども達、それを改
善する第一歩が挨拶で
す。しっかりと挨拶を

交
か

わすとともに、ふだんからコミュニケーションに努
め、厳しく、そして温かく子ども達に接してください。
●弛

たゆ
まぬ学び

　読書で養った豊かな心や考える力を、学習につなげ
ましょう。学力は１日にして養われるものでなく、ま
た、学校の授業だけでは不十分です。日々の粘り強い
家庭学習を促してください。

●体鍛
きた
えて

　夢の実現には、健やかな心
身が何よりも大切です。成長
期を迎える中学校時代に体を
存分に鍛えなければ、生涯の
土台を築くことはできません。
ご家庭、地域でも、子ども達
の運動を是非お勧めください。

　【幼稚園・小学校の合い言葉】

●読書
　読書は、子ども達の豊かな心や考える力を育て、将
来の学習の大切な基礎となります。読書を促すととも
に、読書に自然と向かう雰囲気をつくり、読書習慣を
身に付けさせましょう。
●あいさつ
　元気なあいさつは社会生活の基本であり、広く人間
関係を結ぶかけがえのない手段です。大人も進んであ
いさつや言葉かけをしましょう。その上で、叱るべき
ところはしっかりと叱り、褒

ほ

めるべきところは十分褒
める、その積み重ねが子どもたちを正しく導きます。
●忘れず運動
　心身の健やかな成長のため、体力・運動能力の向上・
増進は欠かせません。市内各学校では一校一運動を進
め、毎日忘れず体を鍛える取組を展開しています。ご
家庭、地域でも、様々な機会をご用意ください。

交わす挨
あい

拶
さつ

　弛
たゆ

まぬ学び
　　体鍛

きた

えて
　　　夢実現

読書
　あいさつ
　　忘れず運動
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新　庄　地　区

‥‥現在供用開始している区域

‥‥今年供用開始された区域
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811下水道

　平成 21年度の工事が完了したことにより 5月 1日か
ら新しく地図に示された区域で、公共下水道を利用して
いただけるようになりました。
　快適な生活環境、きれいな水、豊かな自然を守る第一
歩として、一日も早く公共下水道を利用していただきま
すよう、よろしくお願いします。
　各ご家庭が供用開始公示後 3年以内に公共下水道に接
続工事を行われた場合に助成金制度が適用されます。た
だし、新築・会社・その他の法人等は対象となりません。
詳しくは下水道課までお問い合わせください。

疋
田
地
区

東
室
地
区
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811 下水道

當　麻　地　区 ‥‥現在供用開始している区域

‥‥今年供用開始された区域

　市役所の職員を装ってご家庭を訪問し、排水設備
（宅地内の排水管、私設ます）などの点検・修理を強
引に行って多額の代金を要求するトラブルが発生し
ています。
　市役所ではこのような行為は一切行っていません。
また、宅地内の下水道管の清掃や修理を、市役所が業
者に委託し代金を請求することもありません。
　ご注意ください。

悪質な「点検商法」にご注意
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811人事異動

★
市
長
部
局

【
部
長
級
】
▽
総
務
部
長
（
総
務
部
総
務
財
政

課
長
）
河
合
良
則
▽
会
計
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”子育て支援センター”においでよ！
　4 月 14 日 ( 水 ) から “ つどいの広場 ” が、始まりました。
　子育て中の親子が集まり、子どもと一緒に遊んだりお母さん同士交流したりしながら、家と違った場所でゆっ
たりと過ごしています。
　子育て支援ボランティアの方も “ つどいの広場 ” に参加してくださり、子どもたちの相手をしたりお母さん方の相手
をしたりしながら、それぞれの子育てを温かく見守ってくださっています。
　子育て中の皆さん、どうぞ “ つどいの広場 ” に遊びに来てください。

★つどいの広場は、

　　子育て支援センター（毎週月・水・木曜日）

　　児童館（毎週水・木曜日）

　　當麻文化会館 ( 毎週月曜日 )

で実施しています。

●　●　●　5 〜 6 月の予定　●　●　●
日 月 火 水 木 金 土

5

月

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

日 月 火 水 木 金 土
6

月

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

　■…つどいの広場　　■…キンダーランド
　■…わんぱくルーム　■…ひよこルーム

＜お知らせ＞
◎ 6 月 23 日（水）の子育て支援センターの“つどいの広場”
　はお休みです。
※つどいの広場ではお話を楽しむ日と童謡を楽しむ日があ
　ります。どこの施設に参加してもらっても構いません。

　お話を楽しむ日　午前10時 30分から
　　　　5 月 10 日（月）　當麻文化会館 3 階
　　　　5 月 12 日（水）　磐城児童館
　　　　5 月 19 日（水）　子育て支援センター
　　　　6 月 9 日（水）　當麻児童館
　　　　6 月 14 日（月）　當麻文化会館 3 階
　　　　6 月 16 日（水）　子育て支援センター

　童謡を楽しむ日　午前10時から
　　　　5 月 17 日（月）　子育て支援センター
　　　　6 月 7 日（月）　當麻文化会館 3 階

ファミリー・サポート・クラブ
援助・両方会員交流会をしました

　3 月 12 日（金）に以前から会員の方と新たに会員にな
られた方とが顔合わせをし、交流会をしました。
　子どもたちは援助会員さんと一緒に過ごすことを楽しみ
にしている様子で、自分の家族のように慕う姿が見られた
り、利用会員さんも子どもを預けることで安心して仕事が
出来ているなどと報告を受けました。
　また援助活動を終えて、「利用会員さんから『助かります』
という感謝の気持ちを伝えてもらうことで、少しでも子育
ての役にたっているのだなという実感を味わわせてもらっ
ています。」と援
助活動を続けての
思いを交えてお話
を聞かせてもらい
ました。
　その後、会員同
士和やかに手作り
おもちゃを作る研
修をしました。

ファミリー・サポート・クラブ会員募集
援助会員・利用会員を募集します！！
援助会員…子育てのお手伝いをしてあげようと思われる人
利用会員…子育ての助けをしてほしい人

　☆利用会員に関しては随時会員登録をしますので、子
　　育て支援センターまたは、子育て福祉課にお問い合　
　　わせください。

【説明会・講習会日程および内容】
（援助会員は講習会を受けてください）

5/18
（火）

午後 1時〜 説明会（援助会員・利用会員）
午後1時 30分〜 子どもの事故防止と応急処置について
午後 2時 30分〜 子どもの遊びと手作りおもちゃ

5/24
（月）

午後 1時〜 乳幼児のかかわり方にについて
午後 2時〜 子どもの病気について

5/26
（水）

午後 1時〜 発達が気になる子どもの理解と支援について
午後 2時〜 児童（小学生）のかかわり方について

場　所 新庄健康福祉センター 2階　ボランティア室

【申し込み受付・問い合わせ】
5 月 10 日（月）より電話にて申し込みを受け付けます。

◎お問い合わせは、
　子育て支援センター（新庄健康福祉センター内）
 ☎（69）5241　FAX（69）5301　まで
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健康増進課
インフォメーション

健康増進課／新庄健康福祉センター
☎（��）��00

肝炎治療医療費の助成制度の変更について
　奈良県では、平成 20年から肝炎治療医療費の助成制度を設けていますが、その実施内容が一部変更されました。
　今回の主な改正点は次のとおりです。

１．自己負担限度額（月額）の引き下げ
　　原則として 1万円になりました。ただし、上位所得階層（※）の方は 2万円になります。
　　（※上位所得階層＝世帯の市町村民税（所得割）課税年額が 23万 5,000 円以上の世帯を指します）
２．助成対象となる医療の拡大
　　インターフェロン治療の他に、Ｂ型肝炎患者に対して行われる核酸アナログ製剤治療も助成対象となります。
３．制度利用回数の制限緩和等
　　助成の期間は、原則として同一患者について 1年間を限度としますが、インターフェロン治療については、一
　定の条件を満たした方には、あらかじめ申請することにより助成期間の延長が認められます。
　　また、核酸アナログ製剤治療については、医師が治療継続の必要を認める場合、あらかじめ申請することにより
　更新を認められます。

◎助成制度の詳しい内容や、申請の手続方法に関するご質問等は、　　　　　　　　
葛城保健所健康増進課感染症係　☎ 0745（22）1701へお問い合わせください。

葛城市国民健康保険加入者40歳以上の方へ、
5月中旬に受診券等をお届けします！！

～年に1度、特定健康診査を受けましょう～
　近年、糖尿病、高血圧症、脂質異常症などの「生活習慣病」がますます増えており、これを原因とする死亡者数は全
体の 1／ 3にのぼるとされています。これらは、健診を受けて早めに見つけて、早めに食生活などの生活習慣の見直し
や適度な運動などで予防できることが分かってきています。
　このような背景のもと、各医療保険者に対して 40歳以上の加入者の方を対象としたメタボリックシンドローム（内
臓脂肪症候群）に着目した特定健康診査および特定保健指導の実施が義務づけられています。
　葛城市では、この特定健康診査の受診対象となる 40歳から 74歳までの葛城市国民健康保険に加入されている方に、
5月中旬に「受診券」および「質問票」をお送りします。
　同封のパンフレットにある、葛城市内の個別特定健康診査等実施機関、または県内の実施機関で受診することができ
ます。期間は、平成 22年 6月 1日から平成 23年 1月 31日までとなっております。
　また、後期高齢者医療制度に加入されている方にも、上記特定健康診査と同様に「受診券」「質問票」を 5月中旬に
お送りします。
　ただし、今年度中に 75歳の誕生日を迎える方は、健診を受ける前に手続きが必要になる場合がございます。また、
平成 22年 4月から 5月の間に 40歳または、75歳の誕生日を迎える方は、「受診券」「質問票」の送付が遅くなること
がございます。詳しくは、葛城市役所保険課または新庄健康福祉センターへお問い合わせください。
　その他に、平成 22年 4月 1日以降に各健康保険への加入または脱退等の異動があった方は、葛城市が実施する健康
診査を受診できる場合があります。ご自身が受診できるかどうか確認したいときは、新庄健康福祉センターへお問い合
わせください。
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▽▼ 119 コーナー▲△
　　平成 22年 3月中　　火災… 0 件　救急… 117 件　救助… 3 件
　　平成 22年の累計　　火災… 1 件　救急… 313 件　救助… 4 件

平
成
21
年
度
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式

　

去
る
２
月
10
日　

平
成
21
年
度
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
、
葛

城
市
消
防
団
に
竿
頭
綬
授
与
の
栄
誉
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
規
律
厳
正
に

し
て
技
能
熟
達
し
、
消
防
の
使
命
達
成
に
努
め
、
そ
の
成
績
抜
群
の
消
防
団
に
授

与
さ
れ
る
賞
で
、
こ
れ
ま
で
の
消
防
団
活
動
を
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
本
市
消
防
団
副
団
長
の
田

仲
完
好
氏
（
新
庄
）
が
、功
績
章
を
、

前
第
１
分
団
長
の
吉
川
天
祥
氏
（
新

庄
）
が
、
精
績
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
方
々
は
消
防
団
員
と

し
て
長
年
消
防
業
務
に
勤
続
さ
れ
、

勤
務
勉
励
技
能
熟
達
よ
く
、
そ
の
業

務
遂
行
に
あ
た
っ
た
成
績
が
極
め
て

優
秀
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
栄
誉
あ
る
受
章
に
対
し
、
心

か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

葛
城
市
消
防
団
役
員
構
成

　

消
防
団
員
の
退
団
に
伴
い
、
4
月
1
日
付
で
次
の
と
お
り
役
員
構
成
が

代
わ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

団
長　
　
　

奥
村　

喜
洋

　

副
団
長　
　

住
野　

光
男

　

副
団
長　
　

田
仲　

完
好

　

副
団
長　
　

西
川　

昌
義

　

第
１
分
団
分
団
長　

東　
　

義
輝　
　

副
分
団
長　

小
柴　

弘
也

　

第
２
分
団
分
団
長　

吉
井　
　

博　
　

副
分
団
長　

木
綿　

敏

　

第
３
分
団
分
団
長　

中
島　

章
祐　
　

副
分
団
長　

上
田　

雅
彦

　

第
４
分
団
分
団
長　

石
井　

克
榮　
　

副
分
団
長　

斎
藤　

恵
史

　

第
５
分
団
分
団
長　

田
中　

孝
明　
　

副
分
団
長　

福
井　

啓
藏

　

第
６
分
団
分
団
長　

下
村　

雅
英　
　

副
分
団
長　

山
田　

裕
清

５
月
は
「
自
転
車
月
間
」
で
す
。

　

近
年
の
環
境
問
題
や
健
康
志
向
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
、
自
転
車
に
対
す
る
関
心
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

自
転
車
は
車
道
を
走
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
場
合
に
限
り
歩
道
を
走
行
で
き
ま
す
。

①
道
路
標
識
等
で
指
定
さ
れ
た
場
合

②
運
転
者
が
児
童
・
幼
児
等
の
場
合
、
ま
た
は
�0
歳
以
上
の
方

③
車
道
ま
た
は
交
通
の
状
況
か
ら
み
て
や
む
を
得
な
い
場
合

　

保
護
者
の
方
は
、
児
童
・
幼
児
（
13
歳
未
満
の
者
）
を
自
転
車
に
乗
車

さ
せ
る
と
き
は
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
転
車
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

購入費の補助 -幼児二人同乗用自転車 -
　幼児二人同乗用自転車の普及を促進し、自転車利用者の安全を図る
とともに、子育て支援事業の一環として、購入者に対しその費用の一
部を補助します。
◆対象自転車
　平成 21年 7月 1日以降に新車購入した幼児二人同乗用自転車
※申請は 1世帯 1回のみ
※BAAマーク（社）自転車協会（幼児二人同乗用自転車安全基準認
　定証）、または SGマーク（財）製品安全協会（幼児二人同乗用）」
　が貼付されたもの（オプション設置の座席を含む。）
◆対象者
次の要件を全て満たす方
①購入時および申請時に同一世帯において2人以上の幼児（6歳未満）
の養育者で、市内に住所を有し、現に居住している方
②購入後１年以内に本交付申請をした方
③本人および同一世帯の方が市税等を滞納していない方
◆補助金額
　購入価格（消費税含む）の 2分の 1に相当する額（100 円未満の
　端数が生じた場合は切り捨て）
※限度額 4万円
◆申請に必要なもの
①申請書および請求書（市役所新庄庁舎2階　生活安全課にあります）
②領収書（申請者氏名・購入品目の名称が記載された原本でレシート
　は不可）
③製造メーカー保証書の写し（型番・車体番号・保証期間・申請者の
　氏名、住所、購入先が明記され、幼児二人同乗用自転車安全基準に
　適合することが確認できるもの）
④印鑑

◎詳しくは、生活安全課まで
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大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
を

市
町
村
ご
と
に
発
表
し
ま
す

　

気
象
庁
で
は
、
平
成
22
年
5
月
27
日(

予
定)

か
ら
、
警

戒
の
必
要
な
地
域
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
気
象

警
報
・
注
意
報
を
市
町
村
を
対
象
と
し
て
発
表
し
ま
す
。
例

え
ば
、
葛
城
市
に
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

こ
れ
ま
で
は
、
葛
城
市
を
含
む
「
北
西
部
」
に
対
し
て
警
報
・

注
意
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
22
年
5
月
27
日(

予

定)

か
ら
は
、「
葛
城
市
」
と
明
示
し
て
発
表
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
お
住
ま
い
の
場
所
が
警
戒
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
雨
警
報
を
発
表
す
る
際
に
は
、
特
に
警
戒
が
必

要
な
災
害
を
、「
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）」、「
大
雨
警
報
（
浸

水
害
）」
の
よ
う
に
警
報
名
に
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

大
雨
や
洪
水
な
ど
の
警
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で

放
送
さ
れ
ま
す
。
こ
の
際
、
画
面
の
文
字
数
や
読
み
上
げ
可

能
な
文
章
の
範
囲
内
で
よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
表
現
で
放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

市
町
村
ご
と
の
詳
細
な
内
容
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
スhttp://w

w
w

.jm
a.go.jp/

）
や
国
土
交
通
省
防

災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー
の
携
帯
電
話
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.m

lit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.
htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
、
奈
良
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課
ま
で

☎
０
７
４
２
（
22
）
２
５
５
６

北西部

北東部

五條・北部吉野

南西部

南東部

イメージ

※ 大雨と洪水以外の気象警報･注意報についても市町村名で発表します。

発表単位を細かくして、

注意警戒が必要な地域

を絞り込んで発表しま

す。

河合町

奈良市

生
駒
市 山

添
村

天理市

桜井市
宇陀市 曽爾村

御杖村

東吉野村吉野町

川上村

天川村

黒滝村

野
迫
川
村

五條市北部

下市町

大淀町

高取町御所市

大和高田市

明日香村

葛城市

田原本町広陵町香芝市

三郷町
王寺町

平群町斑鳩町
大和郡山市

三宅町
川西町
安堵町

橿原市

五條市南部

十津川村

下
北
山
村

上北山村

上牧町

：
：
：

警 報
注 意 報
発表なし

　

平
成
22
年
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

4
月
6
日
か
ら
15
日
の
期
間
、「
子
ど
も

と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の

基
本
と
し
て
県
内
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

本
市
で
は
、
期
間
中
の
運
動
と
し
て
8

日
の
市
内
各
駅
前
啓
発
、
11
日
の
死
亡
事

故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
と
し
て
、
交
通
安

全
協
会
高
田
支
部
協
会
、
高
田
地
区
安
全

運
転
管
理
者
協
会
等
各
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
、
啓
発
物
品
の
配
布
と
と
も
に
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
街
頭
広
報
啓
発

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
お
よ
び
子
ど
も
の
事
故
防
止
は

も
ち
ろ
ん
、
飲
酒
運
転
の
撲
滅
に
向
け
互

い
に
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◎
生
活
安
全
課

春の交通安全県民運動
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   毎月 11 日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

人権人権

　

葛
城
市
で
は
、人
権
教
育
推
進
協
議
会
・

人
権
問
題
啓
発
活
動
推
進
本
部
・
教
育
委

員
会
が
主
催
し
て
「
人
権
教
育
地
区
別
懇

談
会｣

を
実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。
平
成

20
年
度
と
平
成
21
年
度
の
２
年
間
「
い
の

ち
の
尊
さ
を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

葛
城
市
内
全
地
区
（
44
地
区
）
で
実
施
さ

れ
、
多
く
の
市
民
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
話
題
と
し
て
提
供
さ

れ
た
い
く
つ
か
の
設
問
の
中
で
、
一
番
多

く
出
さ
れ
た
意
見
は
次
の
設
問
に
つ
い
て

で
し
た
。

【
設
問
】

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
「
永
六
輔
そ
の
新
世

界
」
で
永
六
輔
さ
ん
が
次
の
よ
う
な
手

紙
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

あ
る
小
学
校
で
、「
給
食
費
を
払
っ
て

い
る
か
ら
、
う
ち
の
子
に
は
『
い
た
だ

き
ま
す
』
と
言
わ
せ
な
い
で
ほ
し
い
、

と
学
校
に
申
し
入
れ
た
母
親
が
い
た
」

と
い
う
手
紙
で
し
た
。
こ
の
放
送
を
き

っ
か
け
に
、「
い
た
だ
き
ま
す
」
に
つ
い

て
大
論
争
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。　

貴
方
は
こ
の
手
紙
に
つ
い
て
ど
う
思
い

ま
す
か
。

【
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
】

●
給
食
費
を
お
金
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

　

食
べ
物
を
頂
い
て
い
る
感
謝
の
気
持
ち

　

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

●
牛
、
豚
、
野
菜
な
ど
、
食
べ
物
は
す
べ

　

て
「
い
の
ち
」
な
の
で
、「
い
の
ち
」
を

　

頂
い
て
い
る
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を

　

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
昔
は
お
寺
な
ど
で
「
い
の
ち
」
を
い
た

　

だ
い
て
生
き
て
い
る
と
い
う
話
な
ど
を

　

聞
い
た
が
、
今
の
子
は
そ
う
い
う
経
験

　

を
し
て
い
な
い
。

●「
い
た
だ
き
ま
す
」と
同
じ
よ
う
に
、「
お

　

か
げ
さ
ま
で
」
と
い
う
言
葉
も
家
庭
内

　

で
の
教
育
が
必
要
。

●
何
で
も
お
金
で
解
決
で
き
る
と
い
う
考

　

え
方
が
お
か
し
い
。
い
の
ち
は
お
金
で

　

買
え
な
い
。

●
給
食
費
を
払
っ
て
い
た
ら
「
い
た
だ
き

　

ま
す
」
を
言
わ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う

　

考
え
方
は
理
解
で
き
な
い
。　

…

な
ど
、
否
定
的
な
意
見
が
ほ
と
ん
ど
で
、

こ
の
手
紙
の
よ
う
に
「
給
食
費
を
払
っ
て

い
る
か
ら
、『
い
た
だ
き
ま
す
』
と
言
わ
せ

な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
に
賛
成
す

る
よ
う
な
意
見
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

【
講
師
か
ら
の
指
導
・
助
言
】

　

話
し
合
い
で
出
さ
れ
た
様
々
な
意
見
に

対
し
て
、
話
し
合
い
の
最
後
に
講
師
か
ら

も
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
指
導
・
助
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
あ
る
講
師
の
意
見
を
紹
介
し

ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
番
組
「
永
六
輔
そ
の
新
世
界
」

に
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
に
も
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。「
食
堂
で
『
い
た
だ
き

ま
す
』『
ご
ち
そ
う
さ
ま
』
と
言
っ
た
ら
、

隣
の
お
ば
さ
ん
に
『
何
で
』
と
言
わ
れ
た
。

『
作
っ
て
い
る
人
に
感
謝
し
て
い
る
』
と
答

え
た
ら『
お
金
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

2
年
間
の

　
　
「
人
権
教
育
地
区
別
懇
談
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
終
え
て
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店
が
お
客
に
感
謝
す
べ
き
だ
』
と
言
わ
れ

た
」
と
い
う
内
容
の
も
の
。

　

ま
た
、
申
し
入
れ
を
支
持
す
る
手
紙
も

数
通
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
学
校
で
「
い
た

だ
き
ま
す
」
を
言
う
際
、
手
を
合
わ
せ
る

こ
と
は
「
宗
教
的
行
為
だ
」、
と
い
う
内
容

で
す
。「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
言
い
、
手
を

合
わ
せ
る
ど
こ
が
宗
教
的
行
為
な
の
で
し

ょ
う
か
。
公
立
の
学
校
で
は
特
定
の
宗
教

に
つ
い
て
の
教
育
は
や
ら
な
い
け
れ
ど
、

宗
教
的
情
操
は
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

永
さ
ん
は
、
中
華
料
理
店
を
営
む
友
人

の
話
を
紹
介
し
ま
し
た
。そ
の
友
人
は「
い

た
だ
き
ま
す
」と
聞
く
と
う
れ
し
い
か
ら
、

お
客
さ
ん
の
「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
声
が

聞
こ
え
た
ら
、
デ
ザ
ー
ト
を
無
料
で
出
す

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
た
。
後
日
、
永
さ
ん

が
「
サ
ー
ビ
ス
を
後
悔
し
て
い
な
い
か
」

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
大
丈
夫
で
す
。
そ
ん
な

に
い
ま
せ
ん
か
ら
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で

す
。

　
「
い
た
だ
き
ま
す
」
は
料
理
を
作
っ
て
い

る
人
や
お
米
を
作
っ
て
い
る
人
に
対
す
る

感
謝
の
言
葉
と
し
て
言
う
べ
き
だ
、
と
言

う
人
が
い
ま
す
が
、
料
理
を
作
っ
て
い
る

人
や
お
米
を
作
っ
て
い
る
人
に
対
す
る
感

謝
の
言
葉
は
「
ご
馳
走
さ
ま
で
し
た
」（
そ

の
食
事
を
提
供
す
る
た
め
に
走
り
回
り
、

苦
労
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
す
る
言

葉
）
で
し
ょ
う
。
で
は
「
い
た
だ
き
ま
す
」

は
一
体
誰
に
対
し
て
言
う
言
葉
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
生
き
物
の
「
い
の
ち
」
を
い

た
だ
き
、
今
日
の
私
の
「
い
の
ち
」
を
生

き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
と
い
う
感
謝

の
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
生
き

物
の
「
い
の
ち
」
に
対
し
て
い
く
ら
お
金

を
払
っ
た
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

家
庭
で
は
大
多
数
の
人
々
が
「
い
た
だ

き
ま
す
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
外
食
の
と
き
に
は
言
わ
な
い
人
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

子
ど
も
や
孫
に
「
い
の
ち
の
大
切
さ
」
を

伝
え
る
た
め
に
も
、大
人
が
率
先
し
て「
い

た
だ
き
ま
す
」
と
言
い
た
い
も
の
で
す
。

◎
人
権
政
策
課

歴
史
博
物
館
ガ
イ
ド

【
公
開
講
座
】『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』（
第
2
回
）

「
大
和
も
め
ん
」

　
◆
日　
時
：
5
月
15
日
（
土
）
午
後
２
時
～

　
◆
講　
師
：
横
山
浩
子
氏
（
奈
良
県
立
民
俗
博
物
館
学
芸
員
）

　
◆
会　
場
：
歴
史
博
物
館
2
階
「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

　
◆
定　
員
：
１
０
０
名
程
度

　
◆
申　
込
：
電
話
も
し
く
は
直
接
窓
口
に
て
受
付

【
春
季
企
画
展
】

『
染
と
織
』

　

江
戸
時
代
以
降
、
木
綿
の
主
要
な
生
産
地
で
あ
っ
た
大
和
や
河
内
・
和
泉
地
域
の
木

綿
織
物
と
と
も
に
、
染
め
に
使
っ
た
道
具
な
ど
も
取
り
そ
ろ
え
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

　
◆
会　
期
：
5
月
1
日
（
土
）
か
ら
6
月
27
日
（
日
）
ま
で
開
催

　
◆
入
館
料
：
通
常
の
入
館
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
◆
休
館
日
：
火
曜
日
・
第
2
・
4
水
曜
日

◎詳しくは、歴史博物館
☎（64）１４１４まで
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文化会館ニュース 新庄文化会館　☎（69）4600
當麻文化会館　☎（48）5000

★　お知らせ　★

★　催し物のご案内　（5月 1日〜 6月 7日）　★
新庄文化会館（マルベリーホール）

月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先

5 月 16 日（日） カラオケ発表会 無　料 9:00 〜 17:00 カラオケ喫茶　かよ 0745-69-5562

新庄文化会館（展示室）
月　日 催　し　物 入場方法 展示時間 主催者 連絡先

6 月 2 日（水）〜
　　　　7 日（月） 第 16 回写団葛城写真展 無　料 9:00 〜 17:00 写団　葛城 0745-69-5945

＊都合により一部催し物が変更になる場合がありますので、ご了承ください。
＊準備､ リハーサル等での使用に関しては本表に記載しておりません。
＊詳細については主催者にお問い合わせください。

マルベリー友の会マルベリー友の会
平成 22年度

会員募集

申込受付開始
平成 22 年 4 月 1 日

年会費1,000円

★マルベリーホール主催の公演チケットが、割引で一般
　発売の１週間前より電話にて先行予約できます。
★割引購入枚数は、１会員につき２枚まで。

（先行電話予約枚数を含む）
★マルベリーホール主催のイベント情報をお送りします。
★當麻文化会館自主事業にも適用します。

●●お申し込み・お問い合わせ●●
新庄文化会館または當麻文化会館

●　●　会員特典　●　●

【活動内容・入会資格】
★ステージオペレータークラブは、新庄文化会館の催しに
おいて照明・音響・舞台設備等を実際に裏方として担当し
ています。また、積極的に「ミュージックフェスティバル等」
の企画・演出にも携わっていただきます。
　こうした舞台芸術に興味があり、一緒に感動を味わって
みたい方の参加をお待ちしています。
★ 16 歳以上で性別・経験は問いません。
【申込み・お問い合わせ】新庄文化会館まで

ステージオペレーター募集

平城遷都1300年祭記念　葛城市民劇団「風塾」
14回定期公演「中将姫物語・異聞」出演者大募集！

　葛城市民劇団「風塾」では、歌ものがたり「中将姫物語・
異聞」（11 月下旬予定）に出演する方を募集します。
＜募集要項＞
小学校４年生から一般（経験・職業不問）●小学生・中学
生の方は、夏休みのワークショップに参加していただきま
す。
日　時：7 月下旬〜 8 月末の土・日曜日、午後 1 時〜 5 時
　　　　計 10 回予定
場　所：中央公民館
持ち物：動きやすい服装（スカート・ジーパンは不可）、靴、お茶、
　　　　  タオル
●一般公募の方は、7 月下旬の説明会にご出席ください。
　また、夏休みのワークショップへの参加も大歓迎です。
＜応募締め切り＞　6 月 15 日（火）
応募・お問い合わせ：新庄文化会館

有効期間
平成 22 年 4 月 1 日〜
平成 23 年 3 月 31 日

5 月 6月
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

新庄文化会館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

當麻文化会館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

は休館日

當麻文化会館（ホール）
月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先

5 月 9 日（日） 葛城市歌謡連合会発表会 無　料 9:30 〜 葛城市歌謡連合会 -

5 月 19 日 ( 水 ) 葛城市人権教育研究会総会 関係者 13:00 〜 葛城市人権教育研究会 0745-62-2467
（忍海小学校）
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図書館だより 新庄図書館　☎（69）4646
當麻図書館　☎（48）6000

①おかたづけ風水　　　　　　　　　　　　　Ｍｒ．リュウ　　　　　　　　●當麻図書館　一般
②きもの箪笥　　　　　　　　　　　　　　　澤地　久枝　　　　　　　　　●新庄図書館　一般
③自分の始末　　　　　　　　　　　　　　　曽野　綾子　　　　　　　　　●當麻図書館　一般
④引き出しの中の家　　　　　　　　　　　　朽木　祥　　　　　　　　　　●當麻図書館　児童
⑤ぼくがまもってあげるね　　　　　　　　　マーサ・アレクサンダー　　　●新庄図書館　児童
⑥なんでぼくだけこうなるの？　　　　　　　レーベル・ラースロー　　　　●新庄図書館　児童

★　新着図書のご案内　★
新着図書は、ほかにもいろいろあります。
紙面に限りがありご紹介できませんが、ご来館の上、ぜひ
ご覧ください。また、ホームページでもご覧いただけます。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

5 月 6月
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

新庄図書館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

當麻図書館 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

は休館日
は整理休館日

★當麻図書館
　日時：5 月 9 日（日）午後 1 時 30 分〜
　場所：當麻図書館おはなしの部屋
『小さい子のためのプログラム』
　絵　本…あしたうちにねこがくるの
　おはなし…めじか坂のはなし
『大きい子のためのプログラム』
　おはなし…ついでにペロリ
　絵　本…あまがえるりょこうしゃ

★新庄図書館
　日時：5 月 22 日（土）午後 2 時〜
　場所：新庄図書館おはなしの部屋
『小さい子のためのプログラム』
　詩…おたまじゃくしはなかないね
　絵本…おたまじゃくしの 101 ちゃん
　パネルシアター…ふしぎなたまご
『大きい子のためのプログラム』
　おはなし…しおちゃんとこしょうちゃん

ほか
＊おはなしが始まるとへやに入れません。
　時間に間に合うようにお越しください。

おはなし会のお知らせ

葛城市子どもと楽しむ本の世界連続講座 
第 2 回参加者募集○おはなし講座

　おはなしと、組み合わせて楽しめる絵本・手遊びなどを
　学びます。
日　時：5 月 30 日（日）午後 2 時〜 3 時 30 分
講　師：中

な か お

尾　幸
さち

さん（竹の子文庫主宰）
場　所：當麻図書館研修室　対　象：大人　参加費：無料

図書館クイズ開催
★當麻図書館では、「こども読書の日」にちなみ、図書館に
親しんでいただこうと、5 月 1 日から 6 月 29 日までの期間
図書館クイズを開催します。
★対象は、小学生以下で、参加者には記念品を贈呈します
ので、ぜひ挑戦してください。

問い合わせ先：當麻図書館

『もっとうまくなる家庭菜園教室
　野菜づくり虎の巻　家庭菜園検定委員会（編）』
野菜を育てる楽しみ、喜びを味わいませんか！

　本書は、それぞれの野菜の特徴を解説した虎の巻です。
たとえば、「熱帯原産の野菜ならマルチをして植え付ける」など。
夏野菜の植え付けは、まだ間に合います！
館長のおすすめコーナー（新庄図書館）では、園芸・家庭菜園
の本を揃えています。

もぐちゃんのイチオシ！
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新庄庁舎	☎（��）�001
當麻庁舎	☎（��）��11

市役所への
お問い合わせ

イ
ベ
ン
ト

講 

座  

等

　手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
門
課
程
）
開
催

　

聴
覚
障
害
の
方
の
生
活
や
関
連
す
る
福
祉
制

度
な
ど
に
つ
い
て
理
解
や
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
手
話
で
日
常
生
活
の
会
話
が
で
き
る
程

度
の
手
話
奉
仕
員
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
次
の
と
お
り
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　

伝
え
あ
う
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
、
手
話
の

基
本
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
の
入
門
課
程
を
修
了
さ
れ
た
方
は
、

次
年
度
に
開
催
さ
れ
る
基
礎
課
程
を
、
引
き
続

き
受
講
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
対
象
者
：
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
、
ま
た
は

　

在
勤
者

◆
開
催
場
所
：
中
央
公
民
館

◆
開
催
期
間
（
予
定
）：
6
月
４
日
（
金
）
か

　

ら
11
月
12
日
（
金
）
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
・

　

全
23
回
（
8
月
13
日
は
除
く
）

　

午
前
10
時
～
正
午

◆
受
講
料
：
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
は
個

　

人
負
担
）

◆
募
集
定
員
：
20
名
（
な
お
、
応
募
人
数
が
少

　

な
い
場
合
は
開
講
出
来
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

◆
募
集
期
限
：
5
月
25
日
（
火
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

◆
申
込
先
：
社
会
福
祉
課

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

第
34
回
オ
ス
ト
メ
イ
ト
個
別
相
談
会
開
催

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
（
人
工
肛
門
、
人
工
膀

胱
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
）
は
、
い
ろ
い
ろ
な

悩
み
、
苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
に
つ
い
て
、
一
人
で
閉
じ
こ
も
ら
な
い

で
、
専
門
家
に
、
ま
た
同
憂
の
先
輩
と
相
談
し

て
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
・
場
所
：

①
5
月
18
日
（
火
）
午
前
9
時
か
ら
正
午

　

奈
良
県
文
化
会
館 

1
階　

第
1
会
議
室

　
（
奈
良
市
登
大
路
町
６

−

２
、
近
鉄
奈
良
駅

　

下
車
、
☎
０
７
４
３
（
23
）
８
９
２
１
）

②
5
月
22
日
（
土
）
午
前
9
時
か
ら
正
午

　

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

　
（
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０

−

11
、
近
鉄
畝

　

傍
御
陵
前
駅
下
車
、

　

☎
０
７
４
４
（
26
）
０
２
３
３
）

◆
相
談
料
：
無
料

◆
相
談
員
：
専
門
看
護
師
、
同
憂
の
先
輩

◆
対
象
者
：
県
内
在
住
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方

◎
詳
し
く
は
、（
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

　

奈
良
県
支
部
事
務
局

☎
０
７
４
２
（
49
）
１
８
３
９　

三
田
村

第
36
回
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
　
　
　
開
催
（
奈
良
県
委
託
事
業
）

◆
開
催
場
所
：
奈
良
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
（
田
原
本
町
宮
森
）

◆
募
集
人
員
：
手
書
き
コ
ー
ス　

30
人 　
　

　
　
　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス　

20
人

◆
応
募
条
件
：
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

●
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
め
る
こ
と

●
１
分
間
に
70
文
字
以
上
入
力
で
き
る
こ
と

◆
日
程
：

●
手
書
き
コ
ー
ス

6
月
5
・
12
・
19
・
26
日
／
7
月
3
・
17
・
31

日
／
８
月
21
日
／
９
月
4
・
18
・
25
日
／
10
月

2
日　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

●
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

6
月
5
・
12
・
19
・
26
日
／
7
月
3
・
10
・
24

日
／
8
月
7
・
28
日
／
9
月
11
・
26
日
／
10
月

2
日　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

◆
教
材
費
：
2
千
円

◆
申
込
先
：
〒
６
３
６

−

０
０
１
２

　

北
葛
城
郡
王
寺
町
本
町
4
丁
目
15

−

26

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
４
５
（
72
）
７
４
４
０

　
　
　
　
　

上
田　

牧
子

◆
申
込
方
法
：
住
所
、氏
名
、年
齢
、☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

希
望
コ
ー
ス
を
明
記
の
上
、
は
が
き
ま
た
は

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
締
め
切
り
：
平
成
22
年
5
月
20
日

◆
問
い
合
わ
せ
先
：

☎
０
７
４
５
（
53
）
０
９
７
２　

中
野　

房
子

　
市
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て

　

5
月
16
日
は
、
市
内
一
斉
清
掃
の
日
で
す
。

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
自
宅
周

辺
を
中
心
と
し
た
美
化
清
掃
に
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
環
境
課

（有料広告募集中！）
詳しくは企画政策課まで
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市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

　

　

●日時　5月 13日（木）第 2木曜日
　　　　午前 9時〜正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
●日時　5月 20日（木）第 3木曜日
　　　　午前 9時〜正午
　場所　忍海集会所
●日時　5月 27日（木）第 4木曜日
　　　　午前 9時〜正午
　場所　當麻文化会館
◎申込　不要（先着順）
お問い合わせ／
	 人権政策課・総務財政課	 	
		 	 ☎（69）3001
	 社会福祉協議会
	 	 ☎（48）3373

人権・行政・心配ごと相談

●日時　5月 20日（木）第 3木曜日
　　　　午後 1時〜 4時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
●日時　5月 27日（木）第 4木曜日
　　　　午後 1時〜 4時
　場所　當麻文化会館
◎申込　相談（20 分）は予約制
　になっていますので、企画政策
　課までお申し込みください。
お問い合わせ／企画政策課

法律相談

◎申込　相談は予約面談制（30 分）
　ですので、必ず奈良弁護士会に
　電話で事前予約してください。
＊	日時・場所等は、電話の際ご確
　認ください。
お問い合わせ／奈良弁護士会
　　　　　　☎	0742(22)2035

中南和法律相談センタ−法律相談

●日時　5月2日（日）・6月6日（日）
　　　　午前 9時〜正午
　場所　當麻文化会館団体交流室
　連絡先　☎（69）2753
●日時　5月 22日（土）
　　　　午後 1時〜 5時
　場所　中央公民館会議室
　連絡先　☎（69）2877
お問い合わせ／上記連絡先または都市計画課

増改築・耐震無料相談

「架空請求や悪質商法」などの消
費生活に関する相談に応じます。
●日時　5月 6日（木）および
　５月 10・17・24・31日（月）
　午前 10時〜正午・午後 1時〜 4時
　場所　新庄庁舎 2階 202 会議室
●日時　6月 7日（月）
　午前 10時〜正午・午後 1時〜 4時
　場所　當麻庁舎 1階市民相談室
お問い合わせ／商工観光課

消費者生活相談

●日時　5月 26日（水）
　受付　午前 10時〜 11時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　血圧測定・尿検査など
※	健康手帳をお持ちの方はご持参
　ください。
お問い合わせ／健康増進課

健康相談

●日時　5月 13日（水）
　受付　午前 10時〜 11時
　場所　當麻保健センター
●日時　5月27日（木）・28日（金）
　受付　午前 10時〜 11時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　血圧測定・尿検査など
※	身体測定、保健師・管理栄養士に
　よる個別相談
お問い合わせ／健康増進課

乳幼児健康相談

今月の
無料相談

情　報

暮 

ら 

し

あ
な
た
の
キ
モ
チ
を
短
歌
に
し
ま
せ
ん
か

　
　
～
十
四
回
葛
城
歌
壇
短
歌
募
集
～

　

葛
城
市
は
、
万
葉
歌
人
柿
本
人
麻
呂
の
生
地

で
あ
り
、
日
本
芸
術
院
会
員
前
川
佐
美
雄
の
出

身
地
と
し
て
短
歌
に
は
縁
の
深
い
土
地
で
す
。

こ
の
二
人
の
偉
大
な
歌
人
を
記
念
し
て
葛
城
市

の
生
涯
学
習
の
拠
点
づ
く
り
と
、
短
歌
の
ふ
る

さ
と
「
葛
城
」
を
目
指
し
短
歌
の
募
集
を
行
い

ま
す
。

◆
応
募
方
法
：
○
1
人
2
首
以
内
（
自
作
未
発

　

表
作
品
、
応
募
作
品
の
著
作
権
は
新
庄
図
書

　

館
に
帰
属
し
ま
す
）

　

○
応
募
用
紙
ま
た
は
原
稿
用
紙
に
、
作
品
、

　

住
所
、
名
前
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

　
（
漢
字
に
は
必
ず
フ
リ
ガ
ナ
）

◆
出
詠
料
：
葛
城
市
内
在
住
者
お
よ
び
学
生
は

　

無
料

◆
応
募
締
切
：
平
成
22
年
8
月
31
日
（
当
日
消

　

印
有
効
）

◆
発
表
会
：
平
成
22
年
11
月
6
日
（
土
）

　

葛
城
市
歴
史
博
物
館
あ
か
ね
ホ
ー
ル

◆
賞
：
柿
本
人
麻
呂
賞
・
前
川
佐
美
雄
賞
ほ
か

◆
選
者
：
英
保
志
郎
氏
・
鏑
木
正
雄
氏
・
筒
井

　

早
苗
氏
・
松
岡
裕
子
氏

◎
応
募
先
・
お
問
合
せ
は
、

新
庄
図
書
館
☎
（
69
）
４
６
４
６
ま
で

　
吉
野
川
分
水
の
通
水
に
つ
い
て

　

本
年
度
も
吉
野
川
分
水
の
通
水
が
行
わ
れ
ま

す
。
試
験
通
水
は
5
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
と

5
月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
、
本
通
水
は
6
月
1

日
か
ら
9
月
20
日
ま
で
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
通
水
期
間
中
の
事
故
防
止

な
ど
を
図
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
吉
野
川
分
水
幹
線
水
路
へ
立
ち
入
ら
な
い
こ

　

と
。

◆
水
路
構
造
物
、
特
に
樋
門
、
土
砂
ゲ
ー
ト
、

　

余
水
吐
（
よ
す
い
ば
き
）
ゲ
ー
ト
な
ど
に
手

　

を
触
れ
な
い
こ
と
。

◆
水
路
内
へ
汚
物
、
木
片
、
石
、
塵
芥
、
草
な

　

ど
を
投
げ
込
ま
な
い
こ
と
。

◆
地
域
内
の
河
川
は
、
急
激
な
流
量
の
増
減
が

　

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
十
分
注
意
す
る
こ

　

と
。

▽
分
水
止
水
予
定
表

（
土
用
干
し
期
間
）〔
6
日
間
〕

　

7
月
20
日
～
25
日

（
平
日
止
水
日
）	〔
水
・
木
曜
日
／
計
14
日
間
〕

　

6
月
23
・
24
・
30
日

　

7
月
1
・
7
・
8
・
14
・
15
日

　

8
月
4
・
5
・
11
・
12
・
18
・
19
日

◎
詳
し
く
は
、
農
林
課
ま
で

募　

集



葛
城
市
ふ
る
さ
と
探
訪 

14

『
大や
ま
と
も
め
ん

和
木
綿
』

　

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
中
頃
に
か
け
て
、
葛
城
市
域
で
は
木

綿
の
栽
培
が
さ
か
ん
で
し
た
。
そ
の
当
時
の
衣
服
は
、
木
綿

で
作
ら
れ
た
も
の
が
主
流
で
し
た
か
ら
、
木
綿
栽
培
に
は
ニ

ー
ズ
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

も
っ
と
も
、
葛
城
で
木
綿
栽
培
が
活
発
だ
っ
た
の
に
は
、

こ
の
地
域
特
有
の
事
情
も
あ
り
ま
し
た
。
大
和
盆
地
は
水
が

不
足
し
が
ち
な
地
域
で
す
か
ら
、
水
田
で
米
を
作
る
た
め
の

水
を
十
分
に
確
保
し
づ
ら
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
そ
の

代
わ
り
と
し
て
綿
を
作
っ
た
と
い
う
、「
苦
肉
の
策
」
の
側

面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
栽
培
さ
れ
た
木
綿
は
、
糸
に
加
工
さ
れ
、
藍
で
染

め
ら
れ
、布
に
織
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
「
染
め
」

や
「
織
り
」
の
技
法
に
は
、地
域
ご
と
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

大
和
の
場
合
は「
大
和
絣（
や
ま
と
が
す
り
）」と
呼
ば
れ
る
、

白
地
に
か
す
り
文
様
の
特
徴
的
な
着
物
が
作
ら
れ
、
全
国
的

に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

葛
城
市
博
物
館
で
は
、
た
だ
い
ま
、
春
季
企
画
展
『
染
と

織
』
を
開
催
中
で
す
。
大
和
絣
の
ほ
か
、
河
内
産
や
和
泉
産

の
木
綿
の
着
物
も
展
示
し
、
大
和
木
綿
と
の
違
い
も
感
じ
て

も
ら
え
る
展
示
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
郷

土
の
も
の
づ
く
り
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
る
と
幸
い
で
す
。

（
歴
史
博
物
館
）

平成 22年 5月 1日発行
編集・発行　葛城市役所企画部企画政策課
　　　　　　〒 639-2195　奈良県葛城市柿本 166番地
　　　　　　☎ 0745（69）3001 ■広報「かつらぎ」は再生紙を使用しています。

大
字
名
の
由
来
：

　

西
室
は
市
役
所
新
庄
庁
舎
が

あ
る
柿
本
の
北
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
西
室
の
東
側
を
北
流
す
る

高
田
川
を
隔
て
た
東
に
東
室
が

あ
り
、
西
は
北
道
穂
と
接
し
て

い
ま
す
。

　

正
確
な
年
代
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
室
町
時
代
に
書
か
れ
た

史
料
に
は
「
ム
ロ
」
の
注
記
が
見

え
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
武
士

の
世
の
中
で
あ
っ
た
室
町
時
代
に

お
い
て
、「
ム
ロ
」
と
呼
ば
れ
る

地
名
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確

か
な
よ
う
で
す
。

　

明
治
時
代
の
は
じ
め
、
西
室
・

東
室
・
柿
本
の
3
カ
村
が
合
併

し
て
「
信
濃
村
」
と
な
り
ま

し
た
が
、
明
治
13
年

（
1
8
8
0
）
頃
に

は
各
旧
村
名
に
も
ど

り
ま
し
た
。「
信
濃
」

と
い
う
小
字
名
が
西

室
と
柿
本
に
そ
れ
ぞ

れ
見
え
ま
す
。

西に

し

む

ろ室

勝か

つ

ね根

大字紹介（第11回）
人口および世帯数は 4 月 1 日現在

　
　

人　

口
： 

2
9
4
人

　
　

世
帯
数
： 

97
戸

　
　

人　

口
： 

7
0
8
人

　
　

世
帯
数
： 

2
5
5
戸

伝
説
や
逸
話
：

○
力
石

　

勝
根
に
は
、
古
く
か
ら
力
石

（
男
石
、
女
石
）
が
あ
り
、
昔
の

村
人
は
こ
の
石
で
力
自
慢
を
競

っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

○
歯
神
さ
ん
の
森

　

勝
根
池
の
堤
に
歯
神
さ
ん
の

森
が
あ
り
、
そ
の
中
に
松
香
石

の
自
然
石
が
一つ
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
歯
神

さ
ん
で
、
歯
痛
を
よ

く
治
し
て
く
だ
さ
り
、

歯
痛
が
治
る
と
樹
木

を
1
本
ず
つ
植
え
た

の
で
森
に
な
っ
た
と
さ

れ
、
こ
の
木
を
切
る

と
歯
痛
が
お
こ
る
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

主
な
歴
史
遺
産
や
名
所
：

○
春
日
若
宮
神
社

（
水
を
司
る
神
と
し
て
古
代
人
の

崇
敬
の
篤
か
っ
た
天
押
雲
根
命
を

祭
神
と
し
て
い
ま
す
。）

○
松
香
石
の
自
然
石

加守

染野

新在家

勝根

木戸
當麻

長尾

竹内

兵家

太田

南今市

八川

大畑

尺土

今在家

疋田

中戸 辨之庄 北道穂
西室

東室

柿本

寺口

大屋
新庄

南道穂

北花内
笛堂

葛木

南藤井

林堂 南花内 新町

新村南新町

薑

忍海西辻

山田

平岡

山口 笛吹

梅室

脇田

【大和絣の浴衣
（奈良県立民俗博物館蔵）】

西室

勝根




